
 

 

 

 

 

第６回全国障害者スポーツ大会専門委員会 
 

期 日：令和４年１２月６日（火） 

                   時 間：午後１時 30分から午後３時まで 

                   場 所：県防災庁舎５階 防５２・５３号室 

 

 

 
１ 開  会 

 
  ２ 挨  拶 

 
３ 委員紹介 

 
４ 報  告 

（１）第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会準備経過 

（２）宮崎県準備委員会決定事項 

（３）第２６回全国障害者スポーツ大会 実施競技の名称変更 

 

  ５ 議  事 

（１）第２６回全国障害者スポーツ大会正式競技 開催予定施設の変更（案） 

（２）第２６回全国障害者スポーツ大会 オープン競技実施基本方針（案） 

 

  ６ 説  明 

第２６回全国障害者スポーツ大会 競技会場バリアフリー調査実施について 

 

  ７ そ の 他 

    いちご一会とちぎ大会 視察報告 

 

８ 閉  会 

次  第 

第８１回 国民スポーツ大会・ 
第２６回 全国障害者スポーツ大会 
あ 宮 崎 県 準 備 委 員 会 



 【委員】 (順不同・敬称略）

所属 役職 氏　　名 備考

1 　宮崎県障がい者スポーツ協会 チャレンジドスポーツディレクター 木 下 理 　

2   公益財団法人宮崎県スポーツ協会 事務局次長 北 林 健 治 　

3 　宮崎県障がい者スポーツ指導者協議会 会長 野 中 求

4 　一般財団法人宮崎陸上競技協会 副理事長 湯 前 英 則

5 　一般財団法人宮崎県水泳連盟 理事 財 津 優

6 　宮崎県アーチェリー協会 理事長 原 田 佳 司

7 　宮崎県卓球協会 理事長 吉 薗 孝 雄

8 　宮崎県障害者卓球連盟 理事 山 口 利 信

9 　宮崎県障害者フライングディスク協会 事務局長 藤 本 啓 介

10 　宮崎県ボウリング連盟 理事長 原 口 宏 史

11 　宮崎県ボッチャ協会 事務局長 水 野 啓 三

12 　一般社団法人宮崎県バスケットボール協会 監事 中 村 彰 成

13 　宮崎県車椅子バスケットボール連盟 会長 甲 斐 義 喜

14 　宮崎県ソフトボール協会 理事長 平 本 修

15 　宮崎県バレーボール協会 副理事長 長 友 久 夫

16 　一般社団法人宮崎県サッカー協会
常務理事兼
事業・広報委員会委員長

金 川 敏 洋 　

17 　宮崎県特別支援学校長会 副会長 仲 家 孝

18 　公立大学法人宮崎県立看護大学 教授 串 間 敦 郎

19 　社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会 事務局次長 坂 本 雅 樹 欠席

20 　一般社団法人宮崎県身体障害者団体連合会 副会長 倉 山 幸 一

21 　一般社団法人宮崎県手をつなぐ育成会 副会長 井 上 あ け み

22 　宮崎県精神保健福祉連絡協議会 事務局長 杉 田 周 士 郎

23 　公益財団法人宮崎県視覚障害者福祉協会 事務局長 冨 永 昌 志

24 　社会福祉法人宮崎県聴覚障害者協会 理事長 堀 田 享 志

25 　宮崎県知的障害者施設協議会 副会長 髙 橋 秀 直

26 　教育庁特別支援教育課 課長 横 山 貢 一

27 　教育庁スポーツ振興課 参事兼課長 押 川 幸 廣

【事務局】　

課長（事務局長） 塩 田 康 一

課長補佐（事務局次長） 松 元 弘 樹

主幹 松 田 穏 幸

副主幹 池 田 憲 司

副主幹 南 川 直 也

主査 中 村 英 多 朗

主査 小 山 大 輔

主事 小 牟 田 将 吾

主事 辰 本 拓 磨

課長 藤 井 浩 介

主幹 元 長 貴 司

主査 甲 斐 隆 夫

宮崎県福祉保健部　障がい福祉課

宮崎県準備委員会事務局
（宮崎県総合政策部　国スポ・障スポ準備課）

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会　
宮崎県準備委員会

第６回全国障害者スポーツ大会専門委員会



 

 

報 告 

 

 

第８１回 国 民 ス ポ ー ツ 大 会 

第２６回 全国障害者スポーツ大会 

宮崎県準備委員 会 
 

 

第６回全国障害者スポーツ大会専門委員会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年１２月６日（火） 

県防災庁舎５階 防５２・５３号室 

資料１ 



 

 

 

目次 

 

○ 目 次・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１ 

 

１ 報 告 

（１）大会準備経過・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２～Ｐ５ 

 

（２）宮崎県準備委員会決定事項 

①［国スポ］正式競技会場地市町村第９次選定・・・・・・・・・・・Ｐ６ 

②［国スポ］開催予定施設の変更・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ７ 

③［国スポ］デモスポ実施競技及び会場地市町村第２次選定・・・・・Ｐ８ 

④［国スポ・障スポ］募金・企業協賛基本方針・・・・・・・・・・・Ｐ９ 

⑤［障スポ］競技役員等養成基本計画・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ10～11 

⑥［国スポ・障スポ］宿泊基本計画・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ12～13 

⑦［国スポ・障スポ］医事・衛生基本計画・・・・・・・・・・・・・Ｐ14～15 

⑧［国スポ・障スポ］輸送・交通基本計画・・・・・・・・・・・・・Ｐ16～19 

⑨［国スポ・障スポ］専門委員会規程改正・・・・・・・・・・・・・Ｐ20～23 

⑩［国スポ・障スポ］基本方針等の改正・・・・・・・・・・・・・・Ｐ24 

・［国スポ］実施競技選択基本方針・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ25 

・［国スポ］デモンストレーションスポーツ実施基本方針・・・・・Ｐ26 

・［国スポ・障スポ］競技役員等編成基本方針・・・・・・・・・・Ｐ27～28 

・［国スポ・障スポ］宿泊基本方針・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ29 

・［国スポ・障スポ］手話・要約筆記ボランティア養成について・・Ｐ30 

⑪［国スポ・障スポ］開催準備総合計画改正・・・・・・・・・・・・Ｐ31～33 

⑫［国スポ］正式競技開催予定施設の変更・・・・・・・・・・・・・Ｐ34 

⑬［国スポ・障スポ］募金基本計画・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ35～37 

⑭［国スポ・障スポ］文化プログラム実施基本方針・・・・・・・・・Ｐ38 

⑮［国スポ・障スポ］県民運動基本計画・・・・・・・・・・・・・・Ｐ39～40 

⑯［国スポ・障スポ］式典基本方針・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ41 

⑰［国スポ・障スポ］専門委員会規程改正・・・・・・・・・・・・・Ｐ42～46 

 

（３）第２６回全国障害者スポーツ大会 実施競技の名称変更・・・・・・・Ｐ47 

 

1



 
第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会準備経過 
年  月  日 内                 容 

平成２７年 １月１４日 

 

公益財団法人宮崎県体育協会（以下「県体協」という。）臨時理事会及び評議員

会において、「平成３８年第８１回国民体育大会の宮崎県開催招致」を決議 
 

２月１２日 

 

県体協が県、県議会及び県教育委員会に「平成３８年第８１回国民体育大会の

宮崎県開催招致要望書」を提出 
 

２月２５日 

 

知事が県議会２月定例会において、「平成３８年第８１回国民体育大会及び第

２６回全国障害者スポーツ大会の宮崎県開催招致」を表明 
 

３月１３日 

 

県議会２月定例会において、「平成３８年第８１回国民体育大会及び第２６回

全国障害者スポーツ大会の宮崎県開催招致に関する決議」を全会一致で議決 
 

３月１６日 

 

定例教育委員会において、「平成３８年第８１回国民体育大会及び第２６回全

国障害者スポーツ大会の宮崎県開催招致に関する決議」を議決 
 

４月１７日 

 

知事が文部科学省に「平成３８年第８１回国民体育大会開催要望書」と「平成

３８年第２６回全国障害者スポーツ大会開催要望書」を提出 

 知事が公益財団法人日本体育協会（以下「日体協」という。）に「平成３８年

第８１回国民体育大会開催要望書」を、公益財団法人日本障がい者スポーツ協会

に「平成３８年第２６回全国障害者スポーツ大会開催要望書」を提出 
 

６月１１日 

 

日体協第１回国体委員会において、「平成３８年第８１回国民体育大会開催申

請書提出順序了解県」として承認 
 

７月２２日 

 

日体協第３回理事会において、「平成３８年第８１回国民体育大会開催申請書

提出県」として了解（宮崎県開催が内々定） 
 

平成２９年１０月３０日 第８１回国民体育大会宮崎県準備委員会設立総会・第１回総会及び第１回常任

委員会を開催 
 

１１月１４日 第１回総務企画専門委員会及び第１回施設整備専門委員会を開催 
 

１１月１７日 第１回競技運営専門委員会を開催 
 

１２月１４日 第１回市町村担当者会議及び第１回競技団体担当者会議を開催 
 

平成３０年 ５月２２日 第２回総務企画専門委員会を開催 
 

７月 ９日 第２回常任委員会及び第２回総会を開催 
 

７月２４日 第１回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

７月３１日 
 

第２回市町村担当者会議及び第２回競技団体担当者会議を開催 
 

１０月２９日 第３回総務企画専門委員会を開催 
 

１２月１９日 第２回競技運営専門委員会及び第２回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

平成３１年 １月３１日 第３回常任委員会を開催 
 

２月 ６日 第４回総務企画専門委員会を開催 
 

３月１５日 第３回市町村担当者会議及び第３回競技団体担当者会議を開催 
 

 

報告事項（１） 
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年  月  日 内                 容 

令和元年 ５月３０日 第５回総務企画専門委員会を開催 
 

７月 １日 

 
 

第４回常任委員会及び第３回総会を開催 

「第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宮崎県準備委員 

会」に改称 
 

７月 ９日 
 

第３回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

８月 ２日 
 

第１回開催基本構想策定検討部会を開催 
 

８月２８日 第４回市町村担当者会議及び第４回競技団体担当者会議を開催 
 

１１月１２日 
 

第６回総務企画専門委員会を開催 
 

１２月１６日 
 

第１回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 

１２月１７日 第２回開催基本構想策定検討部会を開催 
 

１２月２０日 第５回市町村担当者会議及び第５回競技団体担当者会議を開催（合同開催） 
 

令和２年 １月１６日 
 

第１回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催 
 

１月３１日 
 

第７回総務企画専門委員会を開催 
 

２月 ５日 
 

第４回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

２月 ７日 
 

第３回開催基本構想策定検討部会を開催 
 

２月１７日 
 

第５回常任委員会を開催 
 

３月１８日 
 

第６回市町村担当者会議及び第６回競技団体担当者会議（資料配付のみ） 
 

６月２５日 第８回総務企画専門委員会を開催 
 

６月２５日 
 

第２回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催 
 

７月 ６日 
 

第６回常任委員会を開催 
 

９月１８日 
 

第２回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催（書面開催） 
 

８月 ７日 
 

第４回総会を開催（書面開催） 
 

８月２０日 
 

第７回市町村担当者会議を開催（テレビ会議） 
 

８月２４日 
 

第７回競技団体担当者会議を開催 
 

９月２４日 第３回愛称・スローガン、マスコットキャラクター部会を開催 
 

１０月１５日 日本スポーツ協会臨時国体委員会において、本県の国民スポーツ大会開催年が

令和９年（２０２７年）に変更され、開催申請書提出順序了解県（内々定県）と

して再決定 
 

１１月 ９日 第５回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

１２月１８日 第３回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 

１２月２３日 
 

１２月２４日 
 

令和３年  １月２２日 
 
２月１５日 
 
３月１８日 
 
３月２２日 

第１回輸送・交通専門委員会を開催 
 
第３回競技運営専門委員会を開催 
 
第９回総務企画専門委員会を開催（書面開催） 
 
第７回常任委員会を開催（書面開催） 
 
第６回広報・県民運動専門委員会を開催 

第８回市町村担当者会議を開催（テレビ会議） 
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年  月  日 内                 容 

３月２３日 
 

第１回宿泊・衛生専門委員会を開催 
 

６月 ８日 
 

第４回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 

６月 ９日 
 

第１０回総務企画専門委員会を開催 
 

７月 ５日 
 

第８回常任委員会を開催 
 

８月 ６日 
 

第５回総会を開催（書面開催） 
 

１０月１１日 
 

第９回市町村担当者会議・第８回競技団体担当者会議を開催（合同開催） 
 

１１月２２日 
 

第２回輸送・交通専門委員会を開催 
 

１２月１５日 
 

第４回競技運営専門委員会を開催 
 

１２月１７日 
 

第２回宿泊・衛生専門委員会を開催 
 

１２月２０日 第１１回総務企画専門委員会を開催 
 

１２月２１日 第５回全国障害者スポーツ大会専門委員会を開催 
 

令和４年  ２月１４日 第９回常任委員会を開催（書面開催） 
 

３月１６日 県議会２月定例会において「第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者 

スポーツ大会の開催」を決議 
 

３月１７日 第１回式典専門委員会を開催 
 

３月２２日 第７回広報・県民運動専門委員会を開催 
 

４月２５日 第１０回市町村担当者会議を開催 
 

６月 １日 文部科学省及び日本スポーツ協会に「第８１回国民スポーツ大会開催申請書」

を提出 
 

７月１２日 第１２回総務企画専門委員会を開催 
 

７月１４日 日本スポーツ協会第３回理事会において、「第８１回国民スポーツ大会」の宮

崎県開催が内定（国スポ内定に伴い第２６回全国障害者スポーツ大会の宮崎県開

催が併せて内定） 
 

８月２２日 
 
８月３１日 
 
９月１６日 
 

１０月２５日 
 

１１月 ９日 
 

１１月１６日 
 

１１月２１日 

第１０回常任委員会を開催 
 
 第８回広報・県民運動専門委員会を開催 
 
 第６回総会を開催（書面開催） 
 
第５回競技運営専門委員会を開催 

 
第１回馬事衛生専門委員会を開催 

 
第１１回市町村担当者会議を開催 

 
第１回イメージソング選定部会を開催 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会
２０２７年宮崎県開催が内定となりました！！

令和４年７月１４日（木）に開催されました公益財団法人日本スポーツ協

会主催の第３回理事会において、令和９年（２０２７年）の第８１回国民ス

ポーツ大会の本県開催が内定しました。

理事会では、同協会の伊藤雅俊会長から河野俊嗣知事に対して、「開催内定

書」が手渡されました。

また、第８１回国民スポーツ大会の内定をもって、第２６回全国障害者スポ

ーツ大会の開催も内定することから、公益財団法人日本パラスポーツ協会を

表敬訪問し、大会開催への協力を要請しました。

【第８１回国民スポーツ大会開催内定書受領】 【（公財）日本パラスポーツ協会表敬訪問】

【（公財）日本スポーツ協会における記者会見の様子】

※会見後、滋賀県（同日２０２５年開催決定）からきたチ

ャッフィー、キャッフィーとも仲良く記念撮影しました！

報告事項（１）参考
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第８１回国民スポーツ大会正式競技 会場地市町村第９次選定 

  

 

 

 

 

 

 

【県外開催競技（種目）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年(2022 年)2 月 14 日 
第 ９ 回 常 任 委 員 会 決 定 

競技（種目） 種 別 会場地市町村 開催予定施設 

ライフル射撃 

５０ｍ 

全種別 宮崎市 
宮崎県ライフル射撃競技場 

１０ｍ・ＡＰ 

ＢＲ・ＢＰ 宮崎市田野体育館 

競技（種目） 種 別 会場地市町村 開催予定施設 

水泳 飛込 全種別 熊本県熊本市 
熊本市総合屋内プール 

アクアドームくまもと 

報告事項（２）－① 
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第８１回国民スポーツ大会正式競技 開催予定施設の変更 

 

 

 第８１回国民スポーツ大会正式競技会場地市町村第２次選定（平成３１年１月３１日 第

３回常任委員会決定）において選定したサッカー競技（成年男子種別）及び第４次選定（令和

元年７月１日 第４回常任委員会決定）において選定したラグビーフットボール競技・７人

制（成年男子種別・女子種別）の開催予定施設を、次のとおり変更する。 

 

 

 

 

番
号 競 技(種目) 種 別 

会場地 

市町村 

開 催 予 定 施 設 
備考 

変更前 変更後 

１ サッカー 成年男子 綾町 

綾国際交流広場サッカー場 

自然休養村公園小田爪多目的競技場 

 

綾国際交流広場サッカー場 

自然休養村公園小田爪多目的競技場 

綾てるはふれあい広場 

 

 

追加 

２ 
ﾗｸﾞﾋﾞｰ 

ﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ 
７人制 

成年男子 

女子 
宮崎市 

ひなた宮崎県総合運動公園 

第３競技場 

ひなた宮崎県総合運動公園 

ひなた陸上競技場 

 

 

 

 

令和 4 年(2022 年)2 月 14 日 
第 ９ 回 常 任 委 員 会 決 定 報告事項（２）－② 
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第８１回国民スポーツ大会 デモンストレーションスポーツ 

実施競技及び会場地市町村第２次選定 
    

 

令和 4 年(2022 年)2 月 14 日 
第 ９ 回 常 任 委 員 会 決 定 

番号 実施競技 主管団体名 市町村 開催予定施設 

１ ラジオ体操 宮崎市 

宮崎市 

宮崎市内小学校及び公園等 

２ 少林寺拳法 宮崎県少林寺拳法連盟 
ひなた宮崎県総合運動公園ひな

た武道館 

３ 
ＢＭＸ・ 

スケートボード 

宮崎ストリートスポーツ振

興協会 
宮崎市祇園スポーツパーク 

４ ビリヤード 宮崎県ビリヤード協会 Billiards ＆ Games POOL 

５ 
ターゲット・ 

バードゴルフ 

宮崎県ターゲット・バード

ゴルフ協会 
日南市 日南市星倉地区運動広場 

６ 
ソフトバレーボ

ール 
小林地区バレーボール協会 小林市 小林市市民体育館 

７ 
少年・少女 

レスリング 

一般社団法人串間スポーツ

クラブ 

串間市 

串間市民総合体育館 

８ ジュニアサッカー
一般社団法人串間スポーツ

クラブ 

串間市総合運動公園 

（串間市営陸上競技場・串間市営

運動広場） 

９ 少年サッカー 

西都市スポーツランド推進

協議会  

J リーグ等サッカー協力部会 

西都市 清水台総合公園多目的広場 

10 
ノルディック 

ウォーキング 
三股町社会福祉協議会 三股町 元気の杜広場～町内各地区 

11 
フレッシュ 

グラウンド・ゴルフ 

高鍋町グラウンド・ゴルフ

協会 
高鍋町 小丸河畔運動公園 

12 ユニカール 宮崎県ユニカール協会 新富町 新富町体育館 

13 ウォーキング 西米良村スポーツ協会 

西米良村 

西米良村中心部（屋外） 

14 
ミュージックレ

クリエーション 
西都市レクリエーション協会 西米良村トレーニング施設等 

15 ラジオ体操 門川町 PTA 協議会 門川町 
門川町内 3小学校（門川町立門川小

学校・草川小学校・五十鈴小学校） 

16 トレッキング 椎葉村教育委員会 椎葉村 扇山登山道 

17 
キャッチング・

ザ・スティック 
宮崎県レクリエーション協会 

美郷町 

美郷町北郷総合交流センター 

18 ボッチャ 宮崎県レクリエーション協会 美郷町北郷総合交流センター 

19 ラダーゲッター 宮崎県レクリエーション協会 美郷町北郷総合交流センター 

20 フロアカーリング 五ヶ瀬町教育委員会 五ヶ瀬町 
五ヶ瀬町総合公園 Gパーク 

五ヶ瀬ドーム 

報告事項（２）－③ 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

募金・企業協賛基本方針 

 

第８１回国民スポーツ大会及び第２６回全国障害者スポーツ大会（以下「大会」という。）

を宮崎県で開催するにあたり、県民総参加型によるおもてなしの心あふれる大会の実現を目指

すとともに、大会の周知と機運の醸成を図り、円滑な開催に資するため､県内外から幅広く協力

を得て、次のとおり募金・企業協賛を実施する。 

 

  

１ 募金 

すべての県民が大会にかかわる機会となる県民運動やボランティア活動、また、大会の開 

催を契機として、スポーツを生かした「未来のみやざき」づくりの推進を多くの方に支えて 

いただくため､県内外の個人、企業及び団体を対象として寄附金を募るものとする。 

 

 

２ 企業協賛 

大会周知のための広報活動や大会の準備・運営を支えていただくため、県内外の企業・団 

体等を対象として、協賛金及び物品・役務等を募るものとする。 

 

令和 4 年(2022 年)2 月 14 日 
第 ９ 回 常 任 委 員 会 決 定 報告事項（２）－④
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第２６回全国障害者スポーツ大会競技役員等養成基本計画 

 

第２６回全国障害者スポーツ大会の競技運営に当たる競技役員等の養成については、

「第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会競技役員等編成基本方

針」及び「第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会競技役員等養成

基本方針」に基づき、第２６回全国障害者スポーツ大会競技役員等養成基本計画を作成

し、計画的かつ円滑な事業の推進を図る。 

 

１ 養成対象 

競技役員（審判員・運営員）、競技補助員、競技会係員及び競技会補助員を養成の対 

象とする。 

 

２ 業務分担 

（１）競技役員（審判員・運営員）及び競技補助員については、原則、競技団体がその

養成を行う。 

（２）競技会係員及び競技会補助員については、県が関係団体と十分協議し、その養成を

行う。 

（３）県は、競技団体及び会場地市町村と連携を図り、競技役員等の養成計画の推進に努

める。 

 

３ 養成方法 

（１）競技役員（審判員・運営員）については、以下の方法で養成する。 

  ・ 県内外の講師による県内講習会の実施 

  ・ 県外で開催される講習会等への派遣 

  

（２）競技補助員、競技会係員及び競技会補助員については、以下の方法で養成する。 

・ 県内外の講師による県内講習会の実施 

 

令和 4 年(2022 年)2 月 14 日 
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４ 養成実施年次計画 

  競技役員等の養成実施年次計画は、次のとおりとする。 
 

年 度 

区分・内容 

令和 

３年 

令和 

４年 

令和 

５年 

令和 

６年 

令和 

７年 

令和 

８年 

令和 

９年 

６年前 ５年前 ４年前 ３年前 ２年前 １年前 開催年 

競 

技 

役 

員 

審判員 
中央講習会等派遣

県内講習会 

 

 

 

 
     

運 

営 

員 

要資格 

運営員 

中央講習会等派遣

県内講習会 

 

 

 

 

     

その他 

運営員 

中央講習会等派遣

県内講習会 

 

 

 

  

 

   

競技補助員 県内講習会 

 

 

 

   
 

  

競技会係員 県内講習会 

 

 

 

   
 

  

競技会補助員 県内講習会 

 

 

 

   

 

  

※ 養成実施年次計画は、事業の進捗状況をふまえて随時見直しをする。 

養成、資質向上 

資格取得、資格維持、資質向上 

資格取得、資格維持、資質向上 

養成、資質向上 

養成 

養成 

11



 

 
 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 
宿泊基本計画 

 

 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宿泊基本方針に基づき、

県、会場地市町村及び関係機関・団体等は、相互に緊密な連携を図り、第８１回国民スポ

ーツ大会（以下「国スポ」という。）及び第２６回全国障害者スポーツ大会（以下「障ス

ポ」という。）の宿泊業務を円滑に推進する。 

 

１ 配宿業務の実施 

（１）宿舎に関する調査の実施 

  ［国スポ］ 

   選手・監督、役員、視察員、報道員及びその他の関係者（以下「参加者」という｡）

の配宿計画の作成に資するため、県と市町村が連携し、宿舎に関する調査を実施する｡ 

  ［障スポ］ 

   参加者の配宿計画の作成に資するため、県は、宿舎に関する調査を実施する。 

（２）宿泊予定者数の把握 

   配宿計画の作成に必要な各都道府県の宿泊予定者数を把握するため、県は、各都道

府県等への宿泊意向調査を実施する。 

（３）仮配宿計画の作成 

  ［国スポ］ 

   宿舎に関する調査、先催県の参加者の実績及び宿泊意向調査に基づき、県と会場地

市町村が連携し、仮配宿計画（会場地市町村ごとに参加者をどの宿泊施設に割り振る

かのシミュレーションを行い作成した計画をいう。以下同じ。）を作成する。 

  ［障スポ］ 

   宿舎に関する調査、先催県の参加者の実績および宿泊意向調査に基づき、県は、仮

配宿計画を作成する。 

（４）宿泊施設の充足対策 

  ［国スポ］ 

   仮配宿計画において、会場地市町村内の旅館（旅館業法の許可を受けて営業を行う

旅館、ホテル及び簡易宿所をいう。以下同じ。）のみでは参加者の収容が困難な場合

は、会場地市町村が、会場地市町村内の旅館の客室提供の促進、近隣（原則として県

内）市町村旅館の利用、公共施設等の転用及び民家の利用など、必要な充足対策を行

う。 

   なお、充足対策が円滑に遂行できるよう、必要に応じ、県及び会場地市町村等によ

る連絡会議を設置する。 

  ［障スポ］ 

   仮配宿計画において、会場地市町内の旅館のみでは参加者の収容が困難な場合は、

県は、広域配宿を行うなど必要な充足対策を行う。 

（５）配宿計画の作成 

  ［国スポ］ 

   県と会場地市町村は、仮配宿計画等に基づき、市町村ごとの宿泊人数を調整の上、

配宿計画を作成する。 

令和 4 年(2022 年)2 月 14 日 
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  ［障スポ］ 

   県は、仮配宿計画等に基づき、市町村ごとの宿泊人数を調整の上、配宿計画を作成

する。 

（６）宿泊環境の整備 

  ［障スポ］ 

   参加者が快適に宿泊できるよう、県は、必要に応じて、宿泊支援用具等を準備する

など、宿泊環境の整備に努める。 

 

２ 宿泊本部の設置 

 ［国スポ］ 

  宿泊申込み及び変更、取消しに関する一連の業務を迅速かつ正確に処理するため、県

及び会場地市町村に宿泊本部を設置する。 

 ［障スポ］ 

  宿泊申込み及び変更、取消しに関する一連の業務を迅速かつ正確に処理するため、県

に宿泊本部を設置する。 

 

３ 宿泊料金の決定 

 ［国スポ］ 

参加者の宿泊料金については、先催県の事例も参考に、県が旅館等の関係団体との協

議結果を踏まえ、公益財団法人日本スポーツ協会と協議し、公益財団法人日本スポーツ

協会において決定する。 

 ［障スポ］ 

  参加者の宿泊料金については、国スポの宿泊料金を基本とし、旅館等の関係団体と協

議し、県が決定する。 

 

４ 標準献立の作成 

  参加者に提供する食事は、安全・安心で栄養バランスに配慮するとともに、温暖な気

候、豊かな自然に恵まれた宮崎県ならではの多彩な食文化と新鮮な農林水産物を生かし

た郷土色豊かなものを提供する。 

  また、選手が十分に活躍できるよう標準献立を作成するとともに、調理関係者等を対

象に講習会を開催し、標準献立の普及に努める。 

 

５ 弁当の調達 

 ［国スポ］ 

  昼食弁当については、県及び会場地市町村が、必要に応じて調達斡旋を行う。 

 ［障スポ］ 

昼食弁当については、県が、必要に応じて調達斡旋を行う。 

 

６ その他 

  上記のほか、宿泊業務の実施に関して必要な事項については、別に定める。 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

医事・衛生基本計画 

 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会医事・衛生基本方針に基

づき、県、会場地市町村及び関係機関・団体等は、相互に緊密な連携を図り、医事・衛生

業務を円滑に推進する。 

 

１ 医療救護対策 

（１）救護所及び救護本部の設置 

   選手・監督、役員、視察員、報道員及びその他関係者並びに一般観覧者（以下「参

加者等」という。）の傷病の発生に速やかかつ適切に対処するため、開・閉会式会場､

競技会場等に救護所を設置する。 

     また、必要に応じ医療救護業務を統括するため、救護本部を設置する。 

（２）傷病の発生時の対応等 

   傷病の予防に関する啓発及び発生時の患者への対応については､パンフレットの作成

・配布等により、各都道府県、宿泊施設、医療機関等に周知徹底を図る｡ 

 

２ 防疫対策 

（１）防疫に関する知識の普及及び意識の啓発 

   参加者等の感染症の発生を予防し、そのまん延を防止するため、関係機関及び関係

団体等の協力を得て、防疫に関する知識の普及及び意識のより一層の啓発を図る。 

（２）健康診断の実施 

   参加者等の、特に消化器系感染症の発生予防のため、宿舎、弁当調製施設等の業務

従事者を対象とした、保菌検査（検便）等の健康診断実施の励行に努める。 

 

３ 食品衛生対策 

（１）食品衛生に関する知識の普及及び意識の啓発 

   食品に起因する衛生上の危害を防止するため、宿舎及び食品取扱施設の営業者等に

対し、食品衛生に関する知識の普及及び意識のより一層の啓発を図り、あわせて自主

的な衛生管理の向上を促す。 

（２）監視・指導の実施 

   宿舎や弁当調製施設など食品取扱施設を対象に、監視・指導を行う。 

 

４ 環境衛生対策 

（１）会場及び生活環境の美化 

   参加者等に清潔で快適な環境を提供するため、開・閉会式会場、競技・練習会場、

河川・道路等公共の場所及び観光地等の清掃を実施するとともに、廃棄物の不法投棄

の防止を図り、会場等の美化に努める。 

（２）廃棄物の発生抑制及びリサイクルの推進 

   競技会場等における廃棄物の発生抑制に努めるとともに、分別収集を徹底し、可能

な限りリサイクルを行う。 
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（３）宿舎の衛生対策 

   宿泊者が快適に過ごせるよう、宿舎に対して必要な指導等を行い、宿舎の衛生対策

に努める。 

（４）飲料水の衛生対策 

   安全な飲料水を確保するため、必要に応じて水質検査等を行い、飲料水の衛生対策

に努める。 

（５）衛生害虫等の駆除 

   生活環境の衛生保持を図るため、必要に応じて衛生害虫等の駆除を行い、発生源対

策に努める。 

（６）動物の適正管理 

   会場及び宿舎等の周辺における動物による危害防止を図るため、動物の適正管理等

の対策に努める。 

（７）受動喫煙防止対策 

   望まない受動喫煙が生じないよう､競技会場等における受動喫煙防止対策に努める。 

 

５ 馬事衛生対策 

（１）防疫対策   

   馬術競技出場馬の防疫に万全を期するため、関係機関・団体等の協力を得て、防疫

検査や消毒、害虫駆除等の必要な防疫措置等を行い、伝染病の発生防止に努める。 

（２）出場馬の健康管理 

出場馬の健康保持のため、健康検査や健康観察、装蹄等を実施し、傷病の発生に速

やかに対応できる診療体制を整える。 

（３）厩舎等の管理運営 

   出場馬の円滑な入退厩、敷料等の確保や施設の衛生対策等、厩舎等の管理運営を適

切に行う。 

 

６ その他 

  上記のほか、医事・衛生業務の実施に関して必要な事項については、別に定める。 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

輸送・交通基本計画 
 

 

 第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会輸送・交通基本方針に基づ

き、県、会場地市町村、関係機関及び関係団体等は相互に緊密な連携を図り、第８１回国民

スポーツ大会（以下「国スポ」という。）及び第２６回全国障害者スポーツ大会（以下「障

スポ」という。）の輸送・交通業務を円滑に推進する。 

 

 

１ 輸送・交通業務の一般的事項 

（１）輸送対象者 

   輸送対象者は以下のとおりとする。 

   ア 大会参加者 

    ① 選手・監督（障スポにおいては選手。以下同じ。） 

    ② 都道府県選手団本部役員（障スポにおいては役員。以下同じ。） 

    ③ 大会役員 

    ④ 競技会役員 

    ⑤ 競技役員 

    ⑥ 招待者 

    ⑦ 報道関係者 

    ⑧ 視察員 

    ⑨ 式典出演者 

    ⑩ 大会実施本部係員、大会補助員、大会協力者等 

    ⑪ 競技会係員、競技会補助員、競技補助員、競技会協力者等 

    ⑫ その他、県又は会場地市町村が必要と認めた者 

   イ 一般観覧者 

（２）実施期間 

  ［国スポ］ 

    原則として開会式３日前から閉会式終了１日後までの間とする。ただし、競技の特

殊事情から必要と認められる場合は、会場地市町村が別に期間を定める。 

  ［障スポ］ 

    原則として開会式２日前から閉会式終了１日後までの間とする。 

（３）業務の範囲 

  ア 全国輸送、開・閉会式輸送、競技会場地輸送及びその他大会諸行事に直接関係する

会場等の相互間の輸送とする。 

   イ 輸送対象者、車両、発着場所及び発着時刻を定め、計画的に行う輸送（以下「計画

輸送」という。）は、原則として概ね２km 未満の距離は行わない。    

ただし、地域の交通事情等を勘案し、県と会場地市町村が協議の上、必要があると

認められる場合は、この限りではない。 
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２ 全国輸送 

（１）全国輸送計画の策定 

   県は、全国から来県する大会参加者の全国輸送計画を策定する。 

   なお、計画の策定にあたっては、各都道府県等に対する来会意向調査を実施する。 

（２）全国輸送の範囲 

  ［国スポ］ 

    各都道府県出発地から宿舎の間とする。 

  ［障スポ］ 

    各都道府県出発地から指定乗降地（全国から来県する選手及び役員等に示す来県・

離県の際に利用する駅等をいう。以下同じ。）の間とする。 

（３）集合・解散の方法 

   大会参加者の全国輸送は、自由集合・自由解散（鉄道、航空機、路線バス等の公共交

通機関又は自家用車等を利用して集合、解散することをいう。）とする。 

   なお、県は必要に応じて、列車の増発・増結、航空機の機体変更等座席の確保、その

他の輸送上の便宜が図られるよう、関係機関及び関係団体等に要請する。 

（４）指定下車駅及び指定乗降地の設定 

  ［国スポ］ 

    県が会場地市町村と協議の上、宿舎の最寄り駅等から１か所以上を指定下車駅とし

て設定する。 

  ［障スポ］ 

    県が、来県の利便性、駅構内及び周辺のバス乗降状況、宿舎及び競技会場地へのア

クセス等を勘案し、指定乗降地を設定する。 

（５）指定下車駅及び指定乗降地からの輸送 

  ［国スポ］ 

    指定下車駅と宿舎間の輸送は、輸送距離及び道路交通事情を勘案し、必要に応じて

会場地市町村が行う。 

  ［障スポ］ 

    指定乗降地と宿舎間の輸送は、輸送距離、道路交通事情ならびに選手、役員等の参

集方法を勘案し、県が行う。 

（６）輸送案内 

  ［国スポ］ 

    県が主要拠点に設置する総合案内所及び会場地市町村が指定下車駅等に設置する

案内所において行う。 

  ［障スポ］ 

    県が指定乗降地に設置する総合案内所において行う。 

 

３ 開・閉会式輸送 

（１）開・閉会式輸送実施計画の策定 

   県は、式典に係る各種計画を十分に考慮し、開・閉会式輸送実施計画を策定する。 

（２）開・閉会式輸送の範囲 

  ［国スポ］ 

    選手・監督、都道府県選手団本部役員等の指定集合地（計画バス輸送の起点・終点

となる宿舎近くのバス乗降が可能な場所をいう。以下同じ。）と開・閉会式会場の相

互間を範囲とし、原則として計画輸送とする。 
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  ［障スポ］ 

    選手、役員等の宿舎又は指定集合地と開・閉会式会場及び競技会場の相互間を範囲

とし、原則として計画輸送とする。 

（３）指定集合地の設定 

   選手・監督、都道府県選手団本部役員等の計画輸送を円滑に行うため、宿舎の分布、

参加人員及び道路交通事情等を勘案し、県と会場地市町村が協議して指定集合地を設定

する。 

（４）指定集合地と宿舎間の誘導 

  ［国スポ］ 

    指定集合地と宿舎が異なる場合は、指定集合地と宿舎間の誘導を会場地市町村が行

い、指定集合地において県に引継ぎを行う。 

（５）計画輸送経路の設定 

   県は、輸送距離、所要時間及び道路交通事情等を勘案し、関係機関及び関係団体等と

協議の上、計画輸送経路を設定する。 

（６）添乗員の配置 

   計画輸送バスの各車両には、乗降時の誘導、乗車人員の把握及び事故発生等の緊急時

における措置のため、原則として係員が添乗する。 

（７）一般観覧者の輸送 

  ア 公共交通機関を最大限に活用するとともに、主要鉄道駅及び臨時駐車場等からのシ

ャトルバスの運行など必要な措置を講じて、円滑な輸送に努める。 

  イ 自家用車での来場は、原則として認めない。ただし、開・閉会式会場の車椅子利用

者等の輸送については、別途配慮する。 

（８）車両許可証の交付 

   会場周辺に乗り入れを認める車両は、一般車両と容易に区別ができるように別に定め

る許可証を交付する。 

 

４ 競技会場地輸送 

（１）会場地市町村輸送・交通業務指針の策定 

  ［国スポ］ 

    会場地市町村の競技会場地輸送業務を推進するため、県は、会場地市町村輸送・交

通業務指針を示し、業務の円滑な準備、運営に努める。 

（２）競技会場地輸送計画の策定 

  ［国スポ］ 

    会場地市町村輸送・交通業務指針に基づき、会場地市町村が競技会場地輸送計画を

策定する。同一の競技が２市町村以上の会場地で行われる場合の選手・監督、都道府

県選手団本部役員等の輸送は、関係市町村が協議の上、実施する。 

  ［障スポ］ 

    会場地市町村と調整を図り、県が競技会場地輸送計画を策定する。 

 

５ 円滑な輸送の実施 

（１）車両の確保 

   県及び会場地市町村は、関係機関及び関係団体等の協力を得て、必要なバス及びタク

シー等の車両の確保に努める。 

   なお、県は、緊急時に備えた予備車も含め、開・閉会式輸送及び競技会場地輸送に必

要な車両台数を把握し、会場地市町村と協議の上、必要に応じて関係機関及び関係団体

等に車両確保の協力を要請する。 
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（２）公共交通機関の利用促進 

   県及び会場地市町村は、鉄道及び路線バスの増便・増発を要請するなど、関係機関及

び関係団体等の協力を得て必要な輸送力の確保に努め、公共交通機関の利用促進を図る。 

（３）駐車場の確保 

   県及び会場地市町村は、道路交通事情や大会参加者及び一般観覧者の車両台数を勘案

し、関係機関及び関係団体等の協力を得て駐車場の確保に努め、その効率的な利用を図

る。 

（４）交通安全対策 

   県及び会場地市町村は、会場周辺における交通の安全確保と円滑な輸送を図るため、

関係機関及び関係団体等の協力を得て、駐車場及び乗降場における車両の誘導や交通規

制等の必要な対策を講じるものとする。 

   なお、交通安全対策の実施にあたっては、地域住民等への広報活動を行い、協力を要

請するとともに、交通案内標識、案内板等の設置及び各種広報媒体の積極的な活用によ

り、円滑な通行を確保する。 

（５）実施に向けた取組 

   県は、各種調査を実施して、必要となる輸送力や輸送体制及び課題を把握し、解決に

向けた対応策を講じるなど、関係機関及び関係団体等の協力を得て、円滑な輸送が実施

できるように努める。 

 

６ 輸送本部の設置 

  県は、輸送・交通業務を円滑に遂行するため、輸送本部を設置する。 

 

７ その他 

  上記のほか、輸送・交通業務に関して必要な事項については別に定める。 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

宮崎県準備委員会専門委員会規程改正 
 

 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宮崎県準備委員会専門委員会規程

を次のとおり改正する。 

 

１ 改正の理由 

  第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会の開催準備を効率的に推進する

ため、宿泊・衛生専門委員会を「宿泊・衛生専門委員会」、「医療救護専門委員会」及び「馬事衛

生専門委員会」に再編、施設整備専門委員会を「総務企画専門委員会」に統合し、その他所要の

改正を行う。 

２ 改正の内容 

  別紙のとおり 

＜参考＞ 宮崎県準備委員会 構成図 

           ＜ 現行 ＞                 ＜ 改正後 ＞ 

 

常
　
任
　
委
　
員
　
会

総務企画専門委員会

競技運営専門委員会

施設整備専門委員会

広報・県民運動専門委員会

全国障害者スポーツ大会専門委員会

宿泊・衛生専門委員会

総務企画専門委員会

競技運営専門委員会

常
　
任
　
委
　
員
　
会

広報・県民運動専門委員会

式典専門委員会

輸送・交通専門委員会

式典専門委員会

全国障害者スポーツ大会専門委員会

宿泊・衛生専門委員会

医療救護専門委員会

馬事衛生専門委員会

輸送・交通専門委員会

令和 4 年(2022 年)2 月 14 日 
第 ９ 回 常 任 委 員 会 決 定 報告事項（２）－⑨ 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

宮崎県準備委員会専門委員会規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宮

崎県準備委員会会則第１４条第３項の規定に基づき、専門委員会（以下「委員会」と

いう。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（委員会の種類等） 

第２条 委員会の種類並びに常任委員会からの付託事項及び委任事項は、別表のとおり 

とする。 

（役員） 

第３条 委員会に次の役員を置く。 

 （１）委 員 長 １名 

 （２）副委員長 １名 

２ 委員長及び副委員長は、第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ

大会宮崎県準備委員会会長(以下「会長」という｡)が委嘱する。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は欠けたときは、その職

務を代理する。 

（会議） 

第４条 委員会は、必要に応じて委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するとこ

ろによる。 

３ 委員長は、必要があるときは、委員以外の者の出席を求め、その意見又は説明を聴

くことができる。 

（部会） 

第５条 委員会は、運営上必要があるときは、部会を設けることができる。 

２ 部会の委員は、会長が委嘱する。 

３ 部会に関する事項は、委員長が定める。 

（委任） 

第６条 この規程に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が会

長の承認を得て別に定める。 
   附 則  
 この規程は、平成２９年１０月３０日から施行する。 

附 則 
 この規程は、平成３０年７月９日から施行する。 
   附 則 
 この規程は、令和元年７月１日から施行する。 
   附 則 
 この規程は、令和２年７月６日から施行する。 

附 則 
 この規程は、令和３年２月１５日から施行する。 

附 則  
この規程は、令和４年２月１４日から施行する。 

平成 29 年(2017 年)10 月 30 日

第 １ 回 常 任 委 員 会 決 定 

令和 4 年(2022 年)2 月 14 日

第 9 回 常 任 委 員 会 改 正 
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別表（第２条関係）  

委員会名 付託事項 委任事項 

総務企画専門委員会 

 

１ 総合的な計画の立案に関するこ

と。 

２ 会場地選定に関すること（デモン 

ストレーションスポーツ、オープン 

競技を除く）。 

３ 県及び会場地市町村の業務分担に

関すること。 

４ 競技施設、開・閉会式会場及び関

連施設の基本的事項に関すること。 

５ 他の専門委員会に属さない重要な

事項に関すること。 

１ 総合的な計画の推進に関するこ

と。 

２ 文化プログラムに関すること。  

３ 競技施設、開・閉会式会場及び関

連施設に関すること。 

４ 他の専門委員会に属さない事項に

関すること。 

競技運営専門委員会 

 

１ 競技運営等の基本的事項に関する

こと。 

２ 競技運営に係る計画の立案に関す

ること。 

３ 競技用具の整備計画の事項に関す

ること。 

４ デモンストレーションスポーツの

実施競技及び会場地市町村の選定に

関すること。 

５ その他の競技運営に係る重要な事

項に関すること。 

１ 競技運営に係る計画の推進に関す

ること。 

２ 競技役員等の養成及び編成に関す

ること。 

３ 競技用具整備の推進に関するこ

と。 

４ デモンストレーションスポーツに

関すること（実施競技及び会場地市

町村選定を除く）。 

５ リハーサル大会に関すること。 

６ 競技記録に関すること。 

７ その他競技運営に関すること。 

広報・県民運動専門委

員会 

１ 広報の基本的事項に関すること。 

２ 県民運動の基本的事項に関するこ

と。 

３ その他広報及び県民運動に係る重

要な事項に関すること。 

１ 広報及び啓発の実施に関するこ

と。 

２ 県民運動の推進に関すること。 

３ 愛称・スローガン、マスコット等

に関すること。 

４ 報道機関との調整に関すること。 

５ 記録映像及び記録写真に関するこ

と。 

６ その他広報及び県民運動に関する

こと。 

全国障害者スポーツ大

会専門委員会 

１ 全国障害者スポーツ大会の競技運

営に係る計画の立案に関すること。 

２ オープン競技の実施競技及び会場

地市町村の選定に関すること。 

３ その他全国障害者スポーツ大会に

係る重要な事項に関すること。 

１ 全国障害者スポーツ大会の競技運

営に係る計画の推進に関すること。 

２ その他全国障害者スポーツ大会に

関すること（他の専門委員会の委任

事項は除く）。 
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委員会名 付託事項 委任事項 

宿泊・衛生専門委員会 

 

１ 宿泊及び衛生の基本的事項に関す

ること。 

２ その他宿泊及び衛生に係る重要な

事項に関すること。 

１ 宿泊及び衛生に係る計画の推進に

関すること。 

２ その他宿泊及び衛生に係る事項の

推進に関すること。 

医療救護専門委員会 １ 医療救護の基本的事項に関するこ

と。 

２ その他医療救護に係る重要な事項

に関すること。 

１ 医療救護に係る計画の推進に関す

ること。 

２ その他医療救護に係る事項の推進 

に関すること。 

馬事衛生専門委員会 １ 馬事衛生の基本的事項に関するこ

と。 

２ その他馬事衛生に係る重要な事項

に関すること。 

１ 馬事衛生に係る計画の推進に関す

ること。 

２ その他馬事衛生に係る事項の推進 

に関すること。 

輸送・交通専門委員会 

 

１ 輸送及び交通の基本的事項に関す

ること。 

２ その他輸送・交通に係る重要な事

項に関すること。 

１ 全国輸送に関すること。 

２ 開・閉会式の輸送に関すること。 

３ 競技会場地の輸送に関すること。 

４ その他輸送及び交通に関すること。

式典専門委員会 

 

１ 式典の基本的事項に関すること。 

２  その他式典に係る重要な事項に関 

すること。 

１ 開・閉会式の企画及び運営に関す

ること。 

２ 式典音楽に関すること。 

３ 式典演技に関すること。 

４ 大会旗・炬火イベントに関するこ

と。 

５ その他式典に関すること。 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 
基本方針等の改正 

 

１ 改正理由 

  県準備委員会の各規程における表記を統一するため、以下のとおり所要の改正を行

うもの。 

 

２ 改正内容 

（１）「公益財団法人宮崎県体育協会」を「公益財団法人宮崎県スポーツ協会」に改め

るほか、デモンストレーションスポーツにおける実施競技の表記を統一する。 

 

【対象規定】 

① 第８１回国民スポーツ大会実施競技選択基本方針 

② 第８１回国民スポーツ大会デモンストレーションスポーツ実施基本方針 

 

（２）「県準備（実行）委員会」または「宮崎県準備委員会」を「県」に改め、「会場

地市町村準備（実行）委員会」を「会場地市町村」に改める。 

 

【対象規定】 

① 第８１回国民スポーツ大会競技役員等編成基本方針 

② 第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宿泊基本方針 

③ 第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会手話要約・筆記 

ボランティアの養成について 

 

（３）「料金」を「宿泊料金」に改める。 

 

【対象規定】 

① 第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宿泊基本方針 

令和 4 年(2022 年)2 月 14 日 
第 ９ 回 常 任 委 員 会 決 定 報告事項（２）－⑩ 
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第８１回国民スポーツ大会実施競技選択基本方針 

 

第８１回国民スポーツ大会で実施する競技は、「国民体育大会開催基準要項及び同細

則（公益財団法人日本スポーツ協会）」に定められている正式競技及び特別競技のほ

か、本県のスポーツの現状及び大会後におけるスポーツの普及・振興を考慮しながら、

次のとおり選択する。 

 

 

１ 公開競技は、綱引、ゲートボール、武術太極拳、パワーリフティング、グラウン

ド・ゴルフ、バウンドテニス、エアロビックの７競技のうち、中央競技団体等と協議

の上、実施競技を選択する。 

 

 

２ デモンストレーションスポーツは、正式競技、特別競技及び公開競技として選択さ

れない競技のうち、公益財団法人宮崎県スポーツ協会（以下、「県スポ協」とい

う。）に加盟する競技団体の競技又は県スポ協が推薦する競技・レクリエーションの

中から、市町村の希望や競技団体の意向を踏まえ、関係機関・団体との協議の上、実

施競技を選択する。 

 

 

 

平成 31 年(2019 年)1 月 31 日 

第 ３ 回 常 任 委 員 会 決 定 
令和 4 年(2022 年)2 月 14 日

第 ９ 回 常 任 委 員 会 改 正 
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第８１回国民スポーツ大会デモンストレーションスポーツ実施基本方針 
 

 

第８１回国民スポーツ大会（以下「大会」という。）において実施するデモンストレーショ

ンスポーツ（以下「デモスポ」という。）は、公益財団法人日本スポーツ協会の定める国民体

育大会開催基準要項及び同細則、国民体育大会デモンストレーションスポーツ実施基準並びに

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会開催基本方針に基づき、次の方

針により実施する。 
 

１ 実施目的 

（１）デモスポの実施により、県民の大会への参加機会をより多く設けるとともに、県民一人

ひとりがスポーツを通じた健康増進や生きがいづくりに取り組み、スポーツの喜びや楽し

さを享受できる大会を目指す。 

（２）デモスポへの参加を通じて、世代間や地域間の交流の輪を広げ、スポーツの拠点づくり

や地域活性化、スポーツ文化の醸成、さらには「スポーツランドみやざき」の全県展開な

どに取り組み、スポーツを生かした「未来のみやざき」づくりを目指す。 
 

２ 実施競技の実施 

競技は、次の事項について総合的に検討し、実施する。 

（１）正式競技、特別競技、公開競技以外の競技で公益財団法人宮崎県スポーツ協会に加盟す

る競技団体の競技又は推薦する競技・レクリエーションであること。 

（２）広く県民に普及していること、又は普及する見込みがあること。 

（３）競技団体の組織が整備されており、大会運営能力があること。 

（４）原則として既存施設での開催が可能であること。 

（５）市町村及び競技団体の開催希望があること。 
 

３ 会場地市町村の選定 

会場地は、第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会会場地市町村選

定基本方針に基づき、次の事項について総合的に検討し、選定する。 

（１）実施するデモスポの普及・振興を推進する市町村であること。 

（２）実施するデモスポの開催に必要な競技施設を有する市町村であること。 
 

４ 実施方法、実施時期及び期間 

（１）実施方法及びその他の必要な事項は、別に定める。 

（２）実施時期は、当該大会開催年度の４月１日から大会閉会までの期間とする。ただし、総

合開・閉会式当日は除くものとする。 

（３）実施期間は、原則として１日とする。 
 

５ 業務分担及び経費負担 

業務分担及び経費負担は、第８１回国民スポーツ大会県及び会場地市町村の業務分担・経

費負担基本方針の定めるところによる。

平成 31 年(2019 年)1 月 31 日 

第 ３ 回 常 任 委 員 会 決 定 
令和 4 年(2022 年)2 月 14 日

第 ９ 回 常 任 委 員 会 改 正 

26



 

 

 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

競技役員等編成基本方針 
 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会（以下「大会」という。）

における競技役員等の編成は、大会における競技会の運営が円滑に行われるよう、次の基 

本方針に基づき実施する。 
 

１ 基本方針 

（１）競技役員等の編成は、公益財団法人日本スポーツ協会の定める「国民体育大会開催

基準要項」（以下「要項」という。）及び同細則並びに「国民体育大会各競技会開催

にあたる競技役員編成基準」に基づき、県が、会場地市町村及び県・中央競技団体と

十分協議して行うこととする。 

（２）競技役員等の編成は、１人１競技を原則として、県及び地域スポーツの普及・振興

を図るため、できる限り県内役員とし、競技団体及び会場地市町村の実情に即し、必

要最低限の人数により最大の効果をあげることができるように適正な配置を行うこと

とする。 

（３）競技役員等の編成は、競技団体及び会場地市町村関係者のみならず、広く県民の積

極的な参加と協力が得られるよう配慮する。 
 

２ 競技役員等の種類、定義及び編成方法並びに業務内容 

（１）競技役員等の種類、定義及び編成方法並びに業務内容は、別表のとおりとする。 

（２）競技役員等の編成案は、会場地市町村が競技団体等と協議の上作成し、県において

決定する。 
 

３ 競技役員等の調整 

競技役員等の編成に当たり、重複して競技役員等（監督、コーチ及び選手を含む）と

なる可能性がある場合は、原則として次により関係者が協議して調整する。 

（１）監督、コーチ及び選手並びに競技役員等の重複については、監督、コーチ及び選手

を優先する。 

（２）２競技以上にわたる競技役員等の重複については、その業務内容により、関係者が

協議して調整する。 

（３）同一競技における競技役員等の重複については、その業務内容により認める。 

（４）開・閉会式及び集団演技関係役員と競技役員等の重複については、その業務内容に

より認める。 

平成 30 年(2018 年)7 月 9 日 

第 ２ 回 常 任 委 員 会 決 定 
令和 4 年(2022 年)2 月 14 日

第 ９ 回 常 任 委 員 会 改 正 

27



 

【別表】競技役員等の種類、定義及び編成方法並びに業務内容 

 役 職 名 定 義 編 成 方 法 業 務 内 容 

競
技
会
運
営

 

①競技会役員 

要項第２３

項第２号の

規定に該当

する者 

名誉会長、会長、副会長、

顧問、参与、委員長、副委

員長及び委員 

 
 

 

②競技役員  

 

審判員 
競技の審判

に携わる者 

〇原則として、県内有資

格者 

 

〇必要に応じて中央及び

近県競技団体関係者を

含める。 

 

総括、総務、運営、 

審判、記録、出発、 

監察、放送、召集、 

掲示、進行、報道、 

表彰、救護、得点掲示、 

会場、記録送受信、 

総合成績計算  等 

 

運営員 

競技会の運営

に携わる者

（審判員を除

く。） 

〇原則として、県競技団

体関係者と会場地市町

村関係者等 

 

〇必要に応じて中央及び

近県競技団体関係者を

含める。 

③競技補助員 
競技役員の

業務補助に

携わる者 

会場地市町村及び周辺市

町村に在住する当該競技

関係者 

競技役員の業務を補助 

競
技
会
場
運
営 

①競技会係員 

宿泊・輸送・

歓 迎 ・ 駐 車

場等の競技

会を支援す

る 間 接 的 な

業務に携わ

る者 

会場地市町村関係者等 

 

総括、総務、接待、 

宿泊、輸送、警備、 

駐車場、入場券販売、 

施設管理、会場美化、 

練習会場、会場整理、 

プログラム販売、 

受付案内、弁当、等 

 

②競技会補助員 

競技会係員

の業務補助

に携わる者 

会場地市町村及び周辺市

町村に在住する者 
競技会係員の業務補助 

  注）競技役員のうち、競技役員、競技補助員、競技会係員及び競技会補助員の想定さ

れる業務内容である。 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

宿泊基本方針 

 

 

第８１回国民スポーツ大会（以下「国スポ」という。）及び第２６回全国障害者スポー

ツ大会（以下「障スポ」という。）に参加する選手・監督、役員、視察員、報道員及びそ

の他関係者（以下「参加者」という。）の宿泊及び食事については、国スポ及び障スポ（

以下「大会」という。）の参加者がそれぞれの分野で十分な活躍ができるよう、おもてな

しの心で温かく迎えるとともに、宮崎の多彩な魅力を全国へ発信するため、次の方針に基

づき実施する。 

 

１ 宿 舎 

（１）参加者の宿舎は、原則として、会場地市町村内の旅館（旅館業法の許可を受けて営

業を行う旅館、ホテル及び簡易宿所をいう。以下同じ。）を利用する。 

（２）会場地市町村内の旅館で参加者の収容が困難な場合は、その地域の実情に応じ、関

係機関・団体等と協議の上、公共施設、民家等及び近隣市町村（原則として県内）の

旅館等を利用する。 

（３）風紀上、衛生上及び安全対策上等の理由により、支障があると認められる施設は宿

舎として利用しない。 

 

２ 配 宿 

（１）国スポにおける選手・監督及び競技会に関わる役員(以下｢選手・監督等｣という。)

の配宿は、競技会場及び練習会場までの交通状況等を考慮し、会場地市町村が行う。 

   ただし、近隣市町村(原則として県内)の旅館等に配宿する場合及び選手・監督 

等を除く参加者の配宿は、県と会場地市町村が協議して行う。 

   障スポ参加者の配宿については、県が行う。 

（２）大会の選手・監督の宿舎は、都道府県別、競技別、競技種別及び男女別を考慮して

配宿する。 

（３）役員、視察員、報道員等の宿舎は、原則として、選手・監督の宿舎とは別にする。 

（４）障スポ参加者にとって、利用しやすい宿泊施設に配宿するよう努める。 

 

３ 宿泊料金 

  国スポ参加者の宿泊料金は、県及び旅館等の関係団体との協議を経て、公益財団法人

日本スポーツ協会において決定する。 

  障スポ参加者の宿泊料金は、国スポ宿泊料金を基本とし、県が決定する。 

 

４ 食 事 

  参加者に提供する食事は、安全・安心で栄養バランスに配慮するとともに、温暖な気

候、豊かな自然に恵まれた宮崎県ならではの多彩な食文化と新鮮な農林水産物を生かし

た郷土色豊かなものを提供する。 

 

令和 4 年(2022 年)2 月 14 日

第 ９ 回 常 任 委 員 会 改 正 

令和 3 年(2021 年)7 月 5 日 

第 ８ 回 常 任 委 員 会 決 定 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

手話・要約筆記ボランティア養成について（案） 
 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会に参加する選手・監督、

役員、視察員、報道員、その他の関係者（以下「大会参加者」という。）及び一般観覧者に

分かりやすい情報提供を行い、聴覚障がいのある参加者等への情報保障を図るため、次の

方針により手話・要約筆記ボランティアを養成するものとする。 

 

１ 手話・要約筆記ボランティア養成基本方針 

 （１）手話・要約筆記ボランティアの養成は、県が、会場地市町村、障がい者関係団体

等の協力を得ながら行う。 

 （２）手話・要約筆記ボランティアは、１人１業務を原則とし、県民の障がいへの理解

を深めるため、できる限り県内において養成するものとし、配慮が必要な参加者等

に適切な対応を取ることができるよう配置する。 

 （３）手話・要約筆記ボランティアの養成にあたっては、障がいのある人も無い人も広

く県民の積極的な参加と協力が得られるよう配慮する。 

 

２ 手話・要約筆記ボランティアの定義 

 手話・要約筆記ボランティアは、以下に定義する業務に従事するボランティアをいう。 

ボランティア種別 業務内容 人数（想定） 

手話 手話による情報支援及びコミュニケーションの保障 ４００人 

要約筆記（手書き） ノートテイクやホワイトボードを使用した情報支援 １５０人 

要約筆記（ＰＣ） パソコンに入力したデータ情報による情報支援 ５０人 

 

３ 養成計画 

 手話・要約筆記ボランティアは、以下の計画により養成する。 

2021 年度(R3) 

【開催 6年前】 

2022 年度(R4) 

【開催 5年前】 

2023 年度(R5) 

【開催 4年前】 

2024 年度(R6) 

【開催 3年前】 

2025 年度(R7) 

【開催 2年前】 

2026 年度(R8) 

【開催 1年前】 

2027 年度(R9) 

【開催年】 

（Ａ）【大会に向けて新規養成するもの】 

基本方針策定    配置計画策定   

（Ｂ）【障がい福祉課所管事業】 

       

 

先催大会視察 

 募集・登録 

・研修会開催 

・出前講座実施 等 

・ｶﾘｷｭﾗﾑ,養成ﾃｷｽﾄ検討 

・ｶﾘｷｭﾗﾑ,養成ﾃｷｽﾄ作成 

普及啓発 養成 

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ 

指導者・リーダー養成 

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
（
国
ス
ポ
） 

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
（
障
ス
ポ
） 

 手話奉仕員等養成, 要約筆記者養成 

令 和 3 年 ( 2 0 2 1 ） 6 月 8 日 

第４回全国障害者スポーツ大会専門委員会決定 
令和 4 年(2022 年)2 月 14 日

第 ９ 回 常 任 委 員 会 改 正 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 
開催準備総合計画改正 

 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会開催準備総合計画を

次のとおり改正する。 

 

１ 改正の理由 

  第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宮崎県準備委員会専

門委員会組織の再編・統合に伴い、計画全般を見直したため。 

 

２ 改正の内容 

  別紙のとおり 

令和 4 年(2022 年)8 月 22 日 
第１０回常任委員会決定 報告事項（２）― ⑪ 
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平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度
2017 2018 2019 2020 2021

（開催１０年前） （開催９年前） （開催８年前） （開催７年前） （開催６年前）
愛媛県 福井県 茨城県 鹿児島県（中止） 三重県（中止）

開催内々定 県議会開催決議(R4.2)

情 報 通 信

馬事
衛生

馬 事 衛 生

警 備
消 防
防 災

警 備 ･ 消 防

④
準 備

組織等

市 町 村

競技団体

③
 

県
準
備
委
員
会
（

実
行
委
員
会
）

組    織

全体計画

専
 
門
 
委
 
員
 
会

式 典
開 ・ 閉 会 式等
式 典

医療
救護

医 療 救 護
防 疫

輸 送
交 通

輸 送 ･ 交 通

広 報
県 民
運 動

広 報

県 民 運 動

全国障害者
スポーツ大
会

競 技 運 営

宿 泊
衛 生 食 品 衛 生

環 境 衛 生

宿泊

献立・弁当

施 設
整 備

競 技 ･ 式 典
会 場

競 技 ･ 式 典

会 場
情 報 通 信

競 技
運 営

競 技 運 営

競 技 用 具

総 務
企 画

会 場 地 選 定
経 費 負 担

文化プログラム
行 幸 啓 関 係
総 合 案 内

募 金 ･ 協 賛

② 開催手続 開催要望書提出
（平成27年4月17日）

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会開催準備総合計画［第４次］改正　　　　

①

年   度
西   暦
逆   年
開 催 県

広報

準備委員会

総 会

常任委員会

総務企画専門委員会

競技運営専門委員会

施設整備専門委員会

広報・県民運動専門委員会 宿 泊･衛 生 専 門 委 員 会

輸 送･交 通 専 門 委 員 会

式 典 専 門 委 員 会
必要に応じて各専門委員会内に部会を

開催基本方針等
開催準備総合計画

開 催 基 本 構 想 策 定

会場地市町村選定基本方針

県及び会場地市町村の
業務分担・経費負担基本方針

【国スポ】正式競技、特別競技、公開競技、
開・閉会式 会場地市町村選定（数次）

県及び会場地市町村の
業務分担・経費負担細目

競技役員等養成基本計画
競技役員等編成基本方針
競技役員等養成基本方針

競技役員等養成事業

競技運営基本方針
公開競技実施基本方針

デモンストレーション
スポーツ実施基本方針

競技用具整備基本方針

広報基本方針・基本計画

マスコットキャラクター、愛称・スローガン募集・決定

県民運動基本方針

宿泊基本方針 宿泊基本計画

医事･衛生基本方針 医事･衛生基本計画

輸送･交通基本方針 輸送･交通基本計画

募金・企業協賛基本方針

市町村担当者会議

競技団体担当者会議

会場地市町村選定基準

競技団体及び市町村への意向調査・ヒアリング

正式競技（会場地選定）

全国障害者スポーツ大会
専門委員会

大会に向けた課題の整理

会場地選定の
進め方

国スポ・障スポ準備委員会

開催準備総合計画（３次）開催準備総合計画（２次）

開・閉会式

競技運営計画・
競技役員等養成計画の作成

競技用具整備要項 競技用具整備計画

中央競技団体 正規視察

医療救護専門委員会

馬事衛生専門委員会

デモンストレーションスポーツ実施競技・会場地選定

競技施設整備基本方針 競技施設基準

競技施設整備調査

競技施設整備計画
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令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度
2022 2023 2024 2025 2026 2027

（開催５年前） （開催４年前） （開催３年前） （開催２年前） （開催１年前） （開催年）
栃木県 ［特別大会］鹿児島県 佐賀県 滋賀県 青森県 宮崎県

開催内定 開催決定･会期決定 国スポリハーサル大会 障スポリハーサル大会
開催申請書提出

（文部科学省･日スポ協）

文部科学省･日スポ協
総合視察

競技役員等養成の推進

企業協賛活動の推進
募金活動の推進

県民運動の推進（各種媒体の作成及び配布、花いっぱい運動等の実施団体の支援など）

ボランティア（大会運営等）の募集・養成

活動の推進（ホームページ、広報誌、ポスター、懸垂幕、横断幕、記録映像等）

文化プログラムの実施

警備・消防・防災専門委員会

設置

開催準備総合計画（５次）
大会報告書

文化プログラム基本方針

警衛基本方針・基本計画

総合案内基本方針 総合案内準備の推進

日程最終調整

総合案内

総監督会議

記録本部
総合・競技別
プログラム

警衛等実施計画、日程等調整

文化プログラム事業募集等（実施要項、募集、登録等）

競技役員等編成
記録業務基本方針

競技用具整備の推進

リハーサル大会実施本部

記録関係業務基本計画

競技施設及び式典会場整備の推進

情報通信本部

全国報道者会議

報道本部開催１年前イベント開催決定イベント

県民運動基本計画

宿泊要項 宿泊本部

救護本部・救護所

輸送本部

警備本部

消防・防災本部

宿泊準備の推進（総合配宿計画、宿泊施設充足対策、宿泊料金等）

輸送･交通業務指針

開・閉会式輸送実施計画
交通規制計画

全国輸送計画・会場地輸送調整

警備･消防･防災準備の推進（関係機関との協力体制構築、業務指針、マニュアル等の作成など）

開催内定イベント

競技日程決定

馬事衛生対策本部

実行委員会

会場地市町村国スポ・障スポ 準備委員会（随時設置） 会場地市町村国スポ・障スポ実行委員会 市町村競技会実施本部

食品衛生対策の推進

大会実施本部

オープン競技
実施競技・会場地選定 競技用具整備

競技役員等（障スポ特有種目）の養成・ボランティア（情報支援、選手団サポート）募集・養成等

第
81
回
国
民
ス
ポ
❘

ツ
大
会
・
第
26
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
❘

ツ
大
会

オープン競技実施基本方針

募金基本計画

警備・消防防災基本方針 警備・消防防災基本計画

イメージソング等

輸送・交通基礎調査

宿泊施設等基礎調査

【障スポ】正式競技
会場地市町村選定（数次）

輸送・交通総合調査

開催準備総合計画（４次）

食事の提供準備の推進、弁当の提供準備の推進

環境衛生対策の推進

医療救護対策の推進・防疫対策の推進

馬事衛生対策の推進

会場管理基本計画 会場管理体制の整備会場管理基本方針

式典準備の推進（式典演技、式典音楽、炬火イベント、リハーサル等）
式典本部式典基本方針 式典基本計画

式典基本構想
式典実施計画

リ

ハ

ー

サ

ル

大

会
（

障

ス

ポ

）

情報通信基本方針 情報通信基本計画 情報通信システムの調整

競技施設整備計画

平成 3 0 年 ( 2 0 1 8 年 ) 7 月 9 日

第 ２ 回 常 任 委 員 会 決 定

令和 4 年 ( 2 0 2 2 年 ) 8 月 2 2 日

第 1 0 回 常 任 委 員 会 改 正

情報通信本部
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第８１回国民スポーツ大会正式競技開催予定施設の変更 

 

 

 第８１回国民スポーツ大会正式競技会場地市町村第１次選定（平成３０年７月９日 第

２回常任委員会決定）において選定したソフトボール競技（少年男子種別・少年女子種別）

の開催予定施設を以下のとおり変更する。 

 

 

 

１ 国民スポーツ大会正式競技 

競 技 種 別 市町村 
開 催 予 定 施 設 変 更 

変更前 変更後 

ソフトボール 
少年男子 

少年女子 
日向市 

お倉ヶ浜総合公園野球場 

お倉ヶ浜総合公園広場 

お倉ヶ浜総合公園野球場 

お 倉 ヶ 浜 総 合 公 園 運 動 広 場 

お倉ヶ浜総合公園第２多目的広場 

 

 

令和 4 年(2022 年)8 月 22 日 
第１０回常任委員会決定 報告事項（２）― ⑫ 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 
募金基本計画 

 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会の募金については、「第  

８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会募金・企業協賛基本方針」に基

づき、次のとおり推進する。 

 

１ 募金の名称 

募金の名称は、「日本のひなた宮崎国スポ・障スポ募金」（以下「募金」という。）とす

る。 

 

２ 募金の種類 

（１）個人募金 

広報紙、各種メディア、リーフレット等を活用し、広く県民に募金を呼びかける。 

（２）職場・職域募金 

企業・団体等に勤務する個人に対し、職場単位の募金を呼びかける。 

（３）募金箱募金 

各施設等に募金箱を設置し、募金を呼びかける。 

（４）イベント募金 

各種イベントと連携し、募金を呼びかける。 

（５）企業・団体募金 

企業協賛と併せて、企業・団体による募金を呼びかける。 

（６）グッズ販売募金 

マスコットキャラクターを活用した各種グッズを販売し、その売上げを募金に充 

当する。 

 

３ 募金の期間 

募金の期間は、令和５年８月１日から両大会の終了する日の属する月の末日までとする。 

 

４ 募金の対象者 

募金の対象者は、県内外の個人、団体及び企業とする。 

 

５ 募金の受入れ 

  募金の受入れは、県が行うものとする。 

 

６ 募金の使途  

募金は、両大会のボランティア活動をはじめとした県民運動などの大会運営やスポーツ 

を活かした「未来のみやざき」づくりの推進のために活用する。 

 

令和 4 年(2022 年)8 月 22 日 
第１０回常任委員会決定 報告事項（２）― ⑬ 
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７ 寄附者に対する謝意表明 

一定額以上の寄附者に対しては、別に定めるところにより謝意表明を実施する。 

 

８ その他 

（１）県は、市町村及び競技団体と協力して、募金活動を推進する。 

（２）この基本計画に定めるもののほか、募金の推進に必要な事項は、別に定める。 
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開
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三
重

栃
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島
佐
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青
森

宮
崎
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金

企
業

協
賛

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
募

金
・

企
業

協
賛

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

国
体
（
国

ス
ポ

）
開
催

地

策 定 す る 主 な 計 画 ・ 実 際 の 活 動 等

年
度

西
暦

開
催

ま
で

募
金
・
企
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基

本
方
針

【
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に
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る
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納
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附
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礼
グ
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製

作

第 回 全 国 障 害 者 ス ポ ー ツ 大 会 ・

第 回 国 民 ス ポ ー ツ 大 会

募
金

受
け

入
れ

手
続

の
検

討

募
金
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企
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協
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に
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る
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上
の

取
扱

い
の

確
認

募
金

謝
意

表
明

実
施

要
領

募
金

趣
意

書

募
金
箱
設

置
要
領

募
金

領
収
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

文化プログラム実施基本方針 

 

１ 目 的 

  多くの県民が文化・芸術活動を通して第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障

害者スポーツ大会（以下「大会」という。）に参加することで、開催機運を盛り上げる

とともに、県民総参加型の大会を目指す。 

  あわせて、神話や伝統文化、豊かな自然や食、充実したスポーツ環境等、本県の多

彩な魅力を全国に向けて発信する。 

 

２ 内 容 

文化プログラムの内容は、次のいずれかに該当し、県が認めたものとする。 

（１）スポーツに関する文化・芸術事業 

（２）本県の文化・芸術等を発信する事業 

（３）その他文化プログラムの目的に沿うと認められる事業 

 

３ 実 施 者 

  文化プログラムの事業を実施できるものは、次のとおりとする（宗教団体、政治団 

体は除く）。 

（１）公益財団法人日本スポーツ協会、文部科学省、県、市町村及び特定非営利活動法

人日本スポーツ芸術協会 

（２）公益法人又はこれに準ずる団体 

（３）通信、新聞、テレビ、ラジオなどの報道機関 

（４）その他、県が上記各号に準ずると認めるもの。 

 

４ 期 間 

  文化プログラムの実施期間は、原則として、大会開催年の１月１日から１２月３１

日までとする。 

 

５ 開 催 地 

  文化プログラムは原則として県内で実施する。 

 

６ 経費負担 

  文化プログラムの実施に係る経費は、３に定める各事業の実施者が負担する。 

令和 4 年(2022 年)8 月 22 日 
第１０回常任委員会決定 報告事項（２）― ⑭ 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

県民運動基本計画 
 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会県民運動基本方針に

基づき、次の具体的取組により、大会開催に向けた全県的な県民運動を推進する。 

 

 

１ すべての県民が、大会やイベント、ボランティア活動などに主体的に参加し、地

域が一体となって大会を盛り上げる。 

（１）総合開・閉会式の運営や出演、炬火イベント等への参加 

（２）競技会場での観戦や選手の応援 

（３）ボランティア活動への参加 

（４）募金や企業協賛による協力 

 

２ すべての県民が、来県者等を“おもてなしの心”で温かく迎える。 

（１）明るい挨拶と親切、丁寧な対応で来県者を歓迎 

（２）たくさんの花ときれいな町づくり 

（３）のぼり旗や横断幕、案内看板等による歓迎・応援 

（４）郷土料理や御当地グルメ、特産品でのおもてなし 

 

３ すべての県民が、スポーツとの関わりを通じ、スポーツの素晴らしさを体感し、

生涯にわたりスポーツ活動に親しむ。 

（１）デモンストレーションスポーツや各種スポーツ大会・イベント等への参加 

（２）県内で行われる各種スポーツ大会・キャンプ等の観戦や応援 

（３）ライフステージに応じた日常的なスポーツ活動の実践 

 

４ すべての県民が、来県者等との交流を通じて、宮崎県の多彩な魅力を全国に向け

て発信する。 

（１）豊かな自然や歴史、文化、食などの宮崎の多彩な魅力紹介 

（２）地産地消の推進や宮崎の郷土料理、御当地グルメ等の紹介 

（３）地域ブランドの積極的なＰＲ 

 

令和 4 年(2022 年)8 月 22 日 
第１０回常任委員会決定 報告事項（２）― ⑮ 
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推進スケジュール（予定） 

年 度 主 な 事 業 内 容 

令和４年度 

（２０２２年度） 

【５年前】 

［ 開催内定 ］ 

・県民運動基本計画策定 

・県民運動アクションプログラム策定 

令和５年度 

（２０２３年度） 

【４年前】 

・募金開始 

・各種県民運動の開始 

令和６年度 

（２０２４年度） 

【３年前】 

［ 開催決定 ］ 

・企業協賛開始 

・情報支援ボランティア募集・登録開始 

・広報ボランティア募集･活動開始 

令和７年度 

（２０２５年度） 

【２年前】 

・情報支援ボランティア養成開始 

・大会運営ボランティア募集･登録開始･養成開始 

令和８年度 

（２０２６年度） 

【１年前】 

・リハーサル大会での実践活動 

令和９年度 

（２０２７年度） 

［ 開催年 ］ 

・本大会での実践活動 

 

 

県
民
運
動
基
本
方
針
・
基
本
計
画
に
基
づ
く
活
動
の
推
進 

報告事項（２）― ⑮ 参考 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

式典基本方針 

 

 

第８１回国民スポーツ大会（以下「国スポ」という。）及び第２６回全国障害者スポー

ツ大会（以下「障スポ」という。）の式典は、「国民体育大会開催基準要項」、「同規則」

及び「全国障害者スポーツ大会開催基準要綱」並びに「第８１回国民スポーツ大会・第２

６回全国障害者スポーツ大会開催基本方針」を踏まえ、「紡ぐ感動 神話となれ」のスロー

ガンのもと、「日本のひなた宮崎国スポ・障スポ」にふさわしい式典とする。 

 

１ 基本理念 

（１）「チームみやざき」の一員である県民が様々な形で参加し、元気・勇気・感動を共

有できる式典とする。 

（２）宮崎の魅力を全国に発信し、来県者をおもてなしの心で温かく迎えるとともに、参

加者の記憶に残る式典とする。 

（３）アスリートファーストの視点に立ち、簡素化を図りながらも創意工夫を凝らした式

典とする。 

 

２ 式典の構成 

式典は、国スポ及び障スポ（以下「大会」という。）の開・閉会式、各競技会の表彰

式（以下「表彰式」という。）、炬火イベントで構成する。 

（１）大会の開・閉会式 

国スポの総合開・閉会式は、「国民体育大会開催基準要項第２０項」に規定する式

典、役員・選手団入退場及び集団演技で構成する。障スポの開・閉会式は、国スポに

準じた構成とする。 

（２）表彰式 

国スポの表彰式は、「国民体育大会開催基準要項細則第９項」の規定により構成す

る。障スポの表彰式は、国スポに準じた構成とする。 

（３）炬火イベント 

炬火イベントは、開催に向けた機運を高める行事及び大会の開・閉会式で構成する。 

 

３ 式典の企画・運営 

（１）大会の開・閉会式 

開・閉会式は、県が企画・運営に当たる。 

（２）表彰式 

国スポの表彰式は、県が別に定める要項に基づき、会場地市町村が関係競技団体と

協議の上、企画・運営に当たる。障スポの表彰式は、県が会場地市町村及び競技運営

主管団体と協議の上、企画し、会場地市町村及び競技運営主管団体が運営に当たる。 

（３）炬火イベント 

炬火イベントは、県及び会場地市町村が別に定める要項に基づくものとする。 

令和 4 年(2022 年)8 月 22 日 
第１０回常任委員会決定 報告事項（２）― ⑯ 
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第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

宮崎県準備委員会専門委員会規程改正 
 

 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宮崎県準備委員会専門委員会規程

を次のとおり改正する。 

 

１ 改正の理由 

  第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会の運営を安全かつ円滑に行うた

め「警備・消防・防災専門委員会」を設置する。 

２ 改正の内容 

  別紙のとおり 

３ 施行日 

  令和４年８月２２日 

 

＜参 考＞ 宮崎県準備委員会構成図 

令和 4 年(2022 年)8 月 22 日 
第１０回常任委員会決定 報告事項（２）― ⑰ 

42



 

 
 

第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会 

宮崎県準備委員会専門委員会規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会宮

崎県準備委員会会則第１４条第３項の規定に基づき、専門委員会（以下「委員会」と

いう。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（委員会の種類等） 

第２条 委員会の種類並びに常任委員会からの付託事項及び委任事項は、別表のとおり 

とする。 

（役員） 

第３条 委員会に次の役員を置く。 

 （１）委 員 長 １名 

 （２）副委員長 １名 

２ 委員長及び副委員長は、第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ

大会宮崎県準備委員会会長(以下「会長」という｡)が委嘱する。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は欠けたときは、その職

務を代理する。 

（会議） 

第４条 委員会は、必要に応じて委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するとこ

ろによる。 

３ 委員長は、必要があるときは、委員以外の者の出席を求め、その意見又は説明を聴

くことができる。 

（部会） 

第５条 委員会は、運営上必要があるときは、部会を設けることができる。 

２ 部会の委員は、会長が委嘱する。 

３ 部会に関する事項は、委員長が定める。 

（委任） 

第６条 この規程に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が会

長の承認を得て別に定める。 
   附 則  
 この規程は、平成２９年１０月３０日から施行する。 

附 則 
 この規程は、平成３０年７月９日から施行する。 
   附 則 
 この規程は、令和元年７月１日から施行する。 
   附 則 
 この規程は、令和２年７月６日から施行する。 

附 則 
 この規程は、令和３年２月１５日から施行する。 

附 則  
この規程は、令和４年２月１４日から施行する。 

平成 29年(2017 年)10 月 30日

第 １ 回 常 任 委 員 会 決 定 

 

令和 4 年(2022 年)8 月 22 日

第１０回常任委員会改正 
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附 則  
この規程は、令和４年８月２２日から施行する。 
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別表（第２条関係）  

委員会名 付託事項 委任事項 

総務企画専門委員会 

 

１ 総合的な計画の立案に関するこ

と。 

２ 会場地選定に関すること（デモン 

ストレーションスポーツ、オープン 

競技を除く）。 

３ 県及び会場地市町村の業務分担に

関すること。 

４ 競技施設、開・閉会式会場及び関

連施設の基本的事項に関すること。 

５ 他の専門委員会に属さない重要な

事項に関すること。 

１ 総合的な計画の推進に関するこ

と。 

２ 文化プログラムに関すること。  

３ 競技施設、開・閉会式会場及び関

連施設に関すること。 

４ 他の専門委員会に属さない事項に

関すること。 

競技運営専門委員会 

 

１ 競技運営等の基本的事項に関する

こと。 

２ 競技運営に係る計画の立案に関す

ること。 

３ 競技用具の整備計画の事項に関す

ること。 

４ デモンストレーションスポーツの

実施競技及び会場地市町村の選定に

関すること。 

５ その他の競技運営に係る重要な事

項に関すること。 

１ 競技運営に係る計画の推進に関す

ること。 

２ 競技役員等の養成及び編成に関す

ること。 

３ 競技用具整備の推進に関するこ

と。 

４ デモンストレーションスポーツに

関すること（実施競技及び会場地市

町村選定を除く）。 

５ リハーサル大会に関すること。 

６ 競技記録に関すること。 

７ その他競技運営に関すること。 

広報・県民運動専門委

員会 

１ 広報の基本的事項に関すること。 

２ 県民運動の基本的事項に関するこ

と。 

３ その他広報及び県民運動に係る重

要な事項に関すること。 

１ 広報及び啓発の実施に関するこ

と。 

２ 県民運動の推進に関すること。 

３ 愛称・スローガン、マスコット等

に関すること。 

４ 報道機関との調整に関すること。 

５ 記録映像及び記録写真に関するこ

と。 

６ その他広報及び県民運動に関する

こと。 

全国障害者スポーツ大

会専門委員会 

１ 全国障害者スポーツ大会の競技運

営に係る計画の立案に関すること。 

２ オープン競技の実施競技及び会場

地市町村の選定に関すること。 

３ その他全国障害者スポーツ大会に

係る重要な事項に関すること。 

１ 全国障害者スポーツ大会の競技運

営に係る計画の推進に関すること。 

２ その他全国障害者スポーツ大会に

関すること（他の専門委員会の委任

事項は除く）。 
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委員会名 付託事項 委任事項 

宿泊・衛生専門委員会 

 

１ 宿泊及び衛生の基本的事項に関す

ること。 

２ その他宿泊及び衛生に係る重要な

事項に関すること。 

１ 宿泊及び衛生に係る計画の推進に

関すること。 

２ その他宿泊及び衛生に係る事項の

推進に関すること。 

医療救護専門委員会 １ 医療救護の基本的事項に関するこ

と。 

２ その他医療救護に係る重要な事項

に関すること。 

１ 医療救護に係る計画の推進に関す

ること。 

２ その他医療救護に係る事項の推進 

に関すること。 

馬事衛生専門委員会 １ 馬事衛生の基本的事項に関するこ

と。 

２ その他馬事衛生に係る重要な事項

に関すること。 

１ 馬事衛生に係る計画の推進に関す

ること。 

２ その他馬事衛生に係る事項の推進 

に関すること。 

輸送・交通専門委員会 

 

１ 輸送及び交通の基本的事項に関す

ること。 

２ その他輸送・交通に係る重要な事

項に関すること。 

１ 全国輸送に関すること。 

２ 開・閉会式の輸送に関すること。 

３ 競技会場地の輸送に関すること。 

４ その他輸送及び交通に関すること。 

式典専門委員会 

 

１ 式典の基本的事項に関すること。 

２  その他式典に係る重要な事項に関 

すること。 

１ 開・閉会式の企画及び運営に関す

ること。 

２ 式典音楽に関すること。 

３ 式典演技に関すること。 

４ 大会旗・炬火イベントに関するこ

と。 

５ その他式典に関すること。 

警備・消防・防災専門

委員会 

１ 警備及び消防・防災の基本的事項

に関すること。 

２ その他警備及び消防・防災に係る

重要な事項に関すること。 

１ 警備及び消防・防災に係る計画の

推進に関すること。 

２ その他警備及び消防・防災に係る

事項の推進に関すること。 
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第２６回全国障害者スポーツ大会 実施競技の名称変更 

 

 

 第２６回全国障害者スポーツ大会実施競技において競技団体の名称変更に伴い、競技名称

に変更があったことから、以下のとおり報告する。 

 

 

 

 

実 施 競 技 名 称 

変更前 変更後 

フットベースボール フットソフトボール 

 

報告事項（３） 

ー 
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第６回全国障害者スポーツ大会専門委員会 

 

 

［議  事］ 

 （１）第２６回全国障害者スポーツ大会正式競技 開催予定施設の変更（案）・・・Ｐ１ 

（２）第２６回全国障害者スポーツ大会 オープン競技実施基本方針（案）・・・・Ｐ２ 

【参考資料】オープン競技について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 事 

第８１回 国民スポーツ大会・ 
第２６回 全国障害者スポーツ大会 
あ 宮 崎 県 準 備 委 員 会 

資料２ 



 
 

第２６回全国障害者スポーツ大会正式競技 開催予定施設の変更（案） 

 

 

 第２６回全国障害者スポーツ大会正式競技会場地市町村第２次選定（令和３年７月５日 

第８回常任委員会決定）において選定したバレーボール競技（精神）の開催予定施設を、次の

とおり変更する。 

 

 

 

競 技 名 
障がい 

種別 

会場地 

市町村 

開 催 予 定 施 設 

変更前 変更後 

バレーボール 精神 小林市 小林市市民体育館 
（仮称）健幸のまちづくり

拠点施設 

 

第１号議案 
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第２６回全国障害者スポーツ大会 オープン競技実施基本方針（案） 

 

 

第２６回全国障害者スポーツ大会におけるオープン競技は、全国障害者スポーツ大会開

催基準要綱（公益財団法人日本パラスポーツ協会（以下「日本パラスポーツ協会」とする）

制定）に定めるもののほか、この基本方針により実施する。 

 

１ 趣  旨 

障がい者スポーツの一層の普及・振興を図る観点から、第２６回全国障害者スポーツ

大会において、全国障害者スポーツ大会競技規則（日本パラスポーツ協会制定）に定め

る個人競技及び団体競技（以下「正式競技」とする）以外の競技をオープン競技として

実施する。 

なお、オープン競技は、正式競技の開催に支障のない範囲で実施するものとする。 

 

２ 募  集 

広く障がい者の間にスポーツを普及する観点から有効と認められる競技について、県

内の関係団体等へ公募する。 

 

３ 運営・経費 

オープン競技の実施を希望する団体（以下「実施団体」とする）は、競技会開催にあ

たり必要な業務について、すべての運営を行う。 

また、競技会開催に係る経費については、実施団体の負担とする。 

 

４ 選定基準 

実施するオープン競技の選定基準は、次のとおりとする。 

（１）実施団体が、自主運営により競技会を実施できること。 

（２）県内に出場可能な選手・チームが存在すること。 

（３）県外の選手・チームが出場できるルールが確立している競技であること。 

（４）既設の競技施設により実施可能であること。 

（５）原則として、第２６回全国障害者スポーツ大会の開催期間内に実施が可能であるこ

と。 

第２号議案 
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オープン競技について（概要） 
 

１ オープン競技とは 

  開催県の実行（準備）委員会が、競技規則に定められていない競技・種目であっても、広く障が

い者の間にスポーツを普及する観点から有効と認められるものについては、あらかじめ主催者間で

協議のうえ「オープン競技」として実施することができる。 

 

２ いちご一会とちぎ大会におけるオープン競技の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後のスケジュール（予定） 

 時期 内容 

Ｒ 

４ 

年 

度 

Ｒ５ ２月 
第１１回常任委員会（２月１日開催予定） 

・オープン競技実施基本方針（案） → 審議・決定 

 

 

Ｒ 

５ 

年 

度 

８月～ 
公募開始（実施意向調査） 

※公募期間：８月上旬～９月下旬（２ヶ月程度） 

  １０月 実施団体等との協議 

Ｒ６ １月～ 

     ３月 

全国障害者スポーツ大会専門委員会及び常任委員会 

・オープン競技(案) → 審議・選定 

中央主催者(文科省・日パラ協)と協議の上，決定 

第２号議案－参考資料 

スポーツウエルネス吹矢 

卓球バレー② 車椅子ダンス 

卓球バレー① 
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説 明 

 

 

第８１回 国 民 ス ポ ー ツ 大 会  

第２６回 全国障害者スポーツ大会 

宮崎県準備委員 会 
 

 

 

 

第６回全国障害者スポーツ大会専門委員会 
 

 

 

 

 

 

○第２６回全国障害者スポーツ大会 

競技会場バリアフリー調査実施について・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１～９ 

【参考資料】鹿児島県バリアフリー調査報告書・・・・・・・・・・・・・Ｐ10～15 

資料３ 



 

 

 

 

第２６回全国障害者スポーツ大会  

競技会場バリアフリー調査実施について 

 

１ 目  的 

「第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会開催基本方針」に基 

づき、誰もが利用しやすく、大会に参加するすべての人が安全で快適に大会を楽しむこ 

とができる会場づくりを行うため、関係団体とともに、競技会場のバリアフリーの状況 

等に係る現地調査を行い、仮設物設置等の会場仮設整備設計の参考とする。 

 

２ 調査の視点 

（１）安全性 

障がいのある人をはじめ、すべての人に配慮した導線の設定や区分けを行い、

安全な会場づくりに努める。 

（２）快適性 

手話や点字による案内など情報保障に関する設備やスロープ、オストメイト対

応多目的トイレの設置など、すべての人が快適に利用できる会場づくりに努める。 

（３）簡素・効率化 

既存施設を最大限に活用し、仮設物による対応を基本とし、国スポ等で使用し

た物品等を有効活用するなど、簡素化・効率化に考慮した会場づくりに努める。 

 

３ 主な調査内容 

（１）段差解消のためのスロープ設置箇所（芝生・土部への養生等を含む） 

（２）案内看板や情報保障機器等の設置箇所（案内表示方法を含む） 

（３）車いす対応トイレ等の必要数や設置場所 

（４）車いす使用者用席の必要数や設置箇所 

（５）車いす使用者用駐車場の有無 

（６）その他（手すりや椅子の設置、バスの駐車スペース及び乗降場所の確保等） 

 

４ 調査参加団体 

 障害者関係団体、競技団体、会場地市、準備委員会事務局 

（１）障害者関係団体 

宮崎県障がい者スポーツ協会 

宮崎県障がい者スポーツ指導者協議会 

公益財団法人宮崎県スポーツ協会 

宮崎県特別支援学校長会 

社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会 

一般社団法人宮崎県身体障害者団体連合会 

一般社団法人宮崎県手をつなぐ育成会 

宮崎県精神保健福祉連絡協議会 

説明事項（１） 
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公益財団法人宮崎県視覚障害者福祉協会 

社会福祉法人宮崎県聴覚障害者協会 

宮崎県知的障害者施設協議会 

（２）競技団体 

一般財団法人宮崎陸上競技協会 

一般財団法人宮崎県水泳連盟 

宮崎県アーチェリー協会 

宮崎県卓球協会 

宮崎県障害者卓球連盟 

宮崎県障害者フライングディスク協会 

宮崎県ボウリング連盟 

宮崎県ボッチャ協会 

一般社団法人宮崎県バスケットボール協会 

宮崎県車椅子バスケットボール連盟 

宮崎県ソフトボール協会 

宮崎県バレーボール協会 

一般社団法人宮崎県サッカー協会 

（３）会場地市町（会場施設所管課） 

   都城市、宮崎市、延岡市、日向市、日南市、小林市、新富町、高原町
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５ 調査施設 

競技 会場地 会場 

競技参加者（競技規則より） 

身 
知 精 

肢 視 聴 内 

開・閉会式 

都城市 

新宮崎県陸上競技場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

陸上競技 新宮崎県陸上競技場 ○ ○ ○ ○ ○  

ボッチャ 早水公園体育文化センター ○      

バレーボール 早水公園体育文化センター   ○    

水泳 

宮崎市 

新宮崎県プール ○ ○ ○  ○  

卓球（STTを含む） 
宮崎市総合体育館 

宮崎市中央公民館 
○ ○ ○  ○ ○ 

フライングディスク 
ひなた宮崎県総合運動公園 

ひなた陸上競技場 
○ ○ ○ ○ ○  

ボウリング 宮崎エースレーン     ○  

バスケットボール 

延岡市 

新宮崎県体育館     ○  

車いすバスケットボール 新宮崎県体育館 ○      

フットソフトボール 西階公園     ○  

ソフトボール 日向市 お倉ヶ浜総合運動公園     ○  

バレーボール 日南市 日南市北郷体育館     ○  

バレーボール 小林市 小林市市民体育館      ○ 

サッカー 新富町 新 富 町 フ ッ ト ボ ー ル セ ン タ ー     ○  

アーチェリー 高原町 高原町総合運動公園多目的芝生広場 ○  ○ ○   

グランドソフトボール    ○     

※肢：肢体不自由、視：視覚障がい、聴：聴覚障がい、内：内部障がい、知：知的障がい 

 精：精神障がい 

※開閉会式、陸上競技、水泳、バスケットボール、車いすバスケットボール、グランド 

 ソフトボールの競技会場は、今年度調査は行わない。 

 

６ 今後のスケジュール 

２０２２～２０２３年 ２０２４年～２０２５年 ２０２６年  ２０２７年  

会場地施設調査  会場仮設施設基本設計  会場仮設施設実施設計  

・仮設物の設置  

・リハーサル大会  

・リハーサル大会後調整 

・全障スポ大会  

・仮設物の撤去  
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バリアフリー調査チェックリスト 
【  調査日  】 令和   年   月   日   時   分～   時   分 

【 調査会場 】 （                               ） 

【所属・団体名】 （                              ） 

【 調査者氏名 】 （                              ） 
 

 調査項目 
チェック欄 不十分に☑された理由 

（具体的な改善方法等） 十分 不十分 

駐
車
場
（
会
場
に
至
る
ま
で
の
経
路
を
含
む
） 

車いす使用者用駐車施設が設置されてお

り、数は適切であるか 
□ □  

車いす使用者が通行しやすい導線か □ □ 
 

車いす使用者の乗降に支障のない広さか □ □ 
 

会場近くの位置に設置されているか □ □ 
 

車いす使用者用駐車施設の付近に 

その旨を表示した標識が掲出されているか 
□ □ 

 

通行の支障となる段差等の障害物はないか

（排水溝の溝ぶたの状況含む） 
□ □ 

 

その他  

出

入

口 

通行の支障となる段差等の障害物はないか □ □  

通行しやすい幅か □ □  

車いす使用者と歩行者のすれ違いは可能か □ □  

危険防止の措置を講じた扉か □ □  

その他  
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バリアフリー調査チェックリスト 

 調査項目 
チェック欄 不十分に☑された理由 

（具体的な改善方法等） 十分 不十分 

観

客

席 

車いす使用者用席が設置されているか □ □  

観覧はしやすいか □ □  

幅・奥行きが確保されているか □ □  

同伴者席はあるか □ □  

床は水平か □ □  

出入口の幅は確保されているか □ □  

サイトライン（可視線）は確保されている

か 
□ □  

出入口から車いす使用者用席までの導線に

段差はないか 
□ □  

その他  
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バリアフリー調査チェックリスト 

 調査項目 
チェック欄 不十分に☑された理由 

（具体的な改善方法等） 十分 不十分 

ト

イ

レ 

トイレは会場内の利用しやすい場所に設置

されているか 
□ □ 

 

トイレの案内表示は見やすいか 

（大きさ・色・男女別表示など） 
□ □ 

 

一
般
用
ト
イ
レ 

トイレの数は十分か □ □ 
 

和洋式の見やすい表示はあるか □ □ 
 

床置式小便器が設置されているか 

（壁掛式の場合は高さが適切か） 
□ □ 

 

手すりは使いやすく設置されている

か 
□ □ 

 

洗面台は利用しやすいか □ □ 
 

多
目
的
ト
イ
レ 

 
 
 
 

 

トイレの数は十分か □ □ 
 

車いす使用者が円滑に利用できるよ

うな十分な空間が確保されているか 
□ □ 

 

オストメイト対応になっているか □ □ 
 

非常用ボタンが設置されているか □ □ 
 

手すりは使いやすく設置されている

か 
□ □ 

 

洗面台は利用しやすいか □ □ 
 

その他  
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バリアフリー調査チェックリスト 

 調査項目 
チェック欄 不十分に☑された理由 

（具体的な改善方法等） 十分 不十分 

階

段 

手すりが設置されているか □ □ 
 

表面は、粗面または滑りにくい素材で 

仕上げてあるか 
□ □ 

 

階段の踏面の色は明度差があり 

わかりやすいか 
□ □ 

 

点状ブロック等は敷設されているか □ □ 
 

段鼻の突き出しその他つまずきの原因と 

なるものはないか 
□ □ 

 

その他  

更

衣

室 

通行の支障となる段差等の障害物はないか □ □  

車いす使用者が通行しやすい幅か □ □  

車いす使用者と歩行者のすれ違いは可能か □ □  

ベンチやロッカーは使用しやすいか 

（高さ・位置等） 
□ □  

シャワー室 

床は滑りにくい素材になっ

ているか 
□ □  

水栓器具の操作は容易か □ □  

手すり等は設置されている

か 
□ □  

車いす使用者が円滑に利用

できる十分な広さがあるか 
□ □  

その他  
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バリアフリー調査チェックリスト 

 調査項目 
チェック欄 不十分に☑された理由 

（具体的な改善方法等） 十分 不十分 

会

場

内

通

路 

転回スペースはあるか □ □ 
 

点状ブロック等は敷設されているか □ □ 
 

利用しやすい傾斜および長さか □ □ 
 

通行の支障となる段差等の障害物はないか □ □ 
 

車いす使用者と歩行者のすれ違いは可能か □ □ 
 

通行しやすい幅か □ □ 
 

移動に支障のない地面状況か 

（滑りにくさ等） 
□ □ 

 

段鼻の突き出しその他つまずきの原因とな

るものはないか 
□ □ 

 

その他  

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
あ
る
場
合
） 

車いす使用者に支障のない出入口幅か □ □ 
 

かごの奥行きは確保されているか □ □ 
 

車いす使用者が利用しやすい位置に 

制御装置は設置されているか 
□ □ 

 

昇降方向を音声により知らせる装置が設置

されているか 
□ □ 

 

制御装置は視覚障がい者が円滑に操作する

ことができる構造となっているか 
□ □ 

 

乗降ロビーは十分な広さがあるか □ □ 
 

その他  
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バリアフリー調査チェックリスト 

その他、特記事項等 
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「燃ゆる感動かごしま大会」 

競技会場バリアフリー調査報告書 

燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会事務局

別冊資料２ 
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「燃ゆる感動かごしま大会」競技会場バリアフリー調査について 

１ 目 的 

  大会に参加するすべての人が安全で快適に大会を楽しむことができる会場づ

くりを行うため，関係団体とともに，競技会場のバリアフリー化の状況等に係

る現地調査を行い，課題把握や対応についての検討を行う。 

２ 参加者 

  障害者福祉団体，競技団体，会場地市，実行委員会事務局 

３ 実施時期 

  平成 29 年 12 月１日（金）～21 日（木） 計７日 

４ 調査会場 

 「燃ゆる感動かごしま大会」開・閉会式会場及び正式競技会場（14 会場） 

５ 主な調査内容 

(1) 段差解消のためのスロープ設置箇所（芝生・土部への養生等を含む） 

 (2) 案内看板や情報保障機器等の設置箇所（案内表示方法を含む） 

 (3) 車いす対応トイレ等の設置状況 

 (4) 車いす観覧席の設置状況 

 (5) 障害者対応駐車場の有無 等 

６ 今後の対応 

今回の調査結果は，スロープ設置など仮設を含め，必要な対応を検討の上，

平成 30（2018）年度設計予定の競技会場仮設施設基本設計に反映させる。 

７ スケジュール 

2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 

・競技会場 

バリアフリー 

調査実施 

・競技会場仮設 

 施設基本設計 

・競技会場仮設 

施設実施設計 

・仮設物の設置 

↓ 

・リハーサル大会

↓ 

・最終調整 

↓ 

・本大会 
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各調査会場での意見等まとめ 

実施競技【陸上競技（身・知）】 

会場出入口・会場内通路 

・通路上にある網目の大きなグレーチングは，車いす前

輪や白杖が引っかかり転倒する可能性があるためマ

ット敷設やグレーチングの向きを考える必要がある 

【写真①】 

階 段 

・バックスタンド裏の手すりが途中で切れているので，

連続した手すりを設置した方がいい 

・階段手前に警告ブロックが設置されていないので，点

字マット等仮設で対応できるといい 

トイレ 

・トイレが広いので，視覚障害者にトイレ内のレイアウ

トを知らせるため，点字表示や音声誘導装置を設置し

た方がいい 

・トイレの表示が分かりにくいので，高さ・位置等考慮

して設置した方がいい【写真②】 

・ウォシュレットのボタンに点字表示がないので点字シ

ールを貼るといい 

・多目的トイレの便座の横にゴミ箱が置いてあり，車い

す利用者が移乗しにくいので便座付近に物を置く場

合は配慮する必要がある 

駐車場 

・身障者駐車場の表示が小さく分かりにくいので分かり

やすいものを設置した方がいい 

その他 

・エレベーター内の後方確認鏡が床まで設置されてお

り，車いすで接触し鏡を破損する可能性があるのでク

ッションを貼るなどの対応をした方がいい【写真③】

・エレベーター前に警告ブロックが設置されていないの

で点字マット等仮設で対応できるといい 

・更衣室ロッカーのハンガー掛けが高いため車いす利用

者は使用が困難なのでＳ字フックを設置する等の対

応をした方がいい【写真④】 

県立鴨池陸上競技場 

①通路上グレーチング 

②トイレ表示 

③エレベーター後方確認鏡 

④更衣室内ロッカー 

ハンガー掛け 

案内表示 
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実施競技【水泳（身・知）】 

会場出入口・会場内通路 

・駐車場から会場までと会場内に点字ブロックがないとこ

ろや破損箇所があるので，必要に応じて点字マットを敷

設する必要がある 

・通路上側溝の隙間がある箇所があるので，隙間がないよ

うに側溝蓋をずらす必要がある【写真①】 

階 段 

・階段手前に警告ブロックが設置されていないので点字マ

ット等で対応できるといい 

観覧席 

・観覧席後方に柵が設置されていないため視覚障害者が転

落する可能性があるので，柵を設置した方がいい 

【写真②】 

・観覧席階段手前に警告ブロックが設置されていないので

点字マット等で対応できるといい 

トイレ 

・男女の区別がつくよう音声誘導装置を設置した方がいい 

・洗浄ボタン等に点字表示がないので点字シールを貼ると

いい 

・多目的トイレ内に非常ボタンが便器横しかないので転倒

した場合を考えて，床近くにも非常ボタンを設置した方

がいい 

・多目的トイレで車いすから大便器に移乗する際，小便器

の手すりが障害となるので使用しにくい 

駐車場 

・身障者駐車場周辺に点字ブロックがないので，点字マッ

ト等を設置した方がいい 

・身障者駐車場周辺に段差があるため，必要に応じて，ス

ロープを設置する必要がある【写真③】 

その他 

・更衣室の表示が分かりにくいので，高さ・位置等考慮し

た分かりやすい表示を設置した方がいい 

・シャワーチェアの強度が弱いため，適切なシャワーチェ

アに替える必要がある【写真④】 

鴨池公園水泳プール 

①会場内通路側溝隙間 

②観覧席後方 

③身障者駐車場周辺 

④シャワーチェア 
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実施競技【ボウリング（知）】 

会場出入口・会場内通路 

・駐車場側，道路側どちらの出入口も段差があるので，

スロープの設置が必要である【写真①】 

・１階ゲームコーナーは，ゲーム機の配置によって通行

の支障となることがあるので，大会期間中は配慮が必

要である 

階 段 

・階段手前に警告ブロックが設置されていないので点字

マット等で対応できるといい【写真②】 

観覧席 

・ボール置き棚があり，車いす利用者は試合観戦が困難

 なので，目線を高くするなど工夫が必要である 

 【写真③】 

トイレ 

・トイレ入口と個室トイレの前に段差があるので必要に

応じて点字マット等を設置した方がいい【写真④】 

・多目的トイレがないので，仮設トイレを設置したほう

がいい 

駐車場 

・入口がやや狭いため，警備員を配置するなど対応をし

た方がいい 

その他 

・エレベーターが設置されていないので階段昇降機の設

置やボランティア等の配置などの対応をする必要が

ある 

サンライトゾーン 

①駐車場側出入口 

②階 段 

③ボール置き棚 

④トイレ個室入口段差 
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実施競技【サッカー（知）】 

会場出入口・会場内通路 

・体育館横の通行止め柵が白杖では確認できず，ぶつかる

可能性があるので，大会期間中は撤去するか他の柵に変

えた方がいい【写真①】 

・競技場のゲート入口に凹凸があり転倒の可能性があるの

で，マット等で対応した方がいい【写真②】 

・競技場入口に網目の大きなグレーチングがあり車いす前

輪や白杖が引っかかり転倒の可能性があるため，マット

敷設やグレーチングの向きを考える必要がある 

・体育館横駐車場から競技会場までは上り坂か階段を通る

必要があるため，必要に応じてボランティアの配置など

の対応をした方がいい 

階 段 

・手すりが片側しか設置されていない箇所があるため，階

段両端に手すりを設置した方がいい 

・階段手前に警告ブロックが設置させていないので点字マ

ット等仮設で対応できるといい 

観覧席 

・バックスタンド階段の手前に警告ブロックが設置されて

いないので点字マット等で対応できるといい【写真③】 

・バックスタンド側に車いす観覧席を設置した場合，近く

に仮設トイレを設置した方がいい 

トイレ 

・男女の区別がつくよう音声誘導装置を設置した方がいい 

・多目的トイレの案内表示が小さく遠くから確認しにくい

ため，位置・サイズ等考慮した案内表示を設置した方が

いい【写真④】 

・一般トイレ入口に段差があるので，段差手前に点字マッ

ト等を設置した方がいい 

・和式トイレしかないので洋式トイレも設置した方がいい 

駐車場 

・身障者駐車場の案内表示が分かりにくいので，位置・サ

イズ等考慮した案内表示を設置した方がいい 

その他 

・メインスタンド改修中 

国分運動公園陸上競技場 

①体育館横通行止め柵 

②競技場ゲート入口 

③バックスタンド 

④多目的トイレ案内表示 

案内表示 
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いちご一会とちぎ大会 視察報告 
１ 第２２回全国障害者スポーツ大会 「いちご一会とちぎ大会」について 

・栃木県内１０市で、１０月２９日（土）の開会式から３１日（月）の閉会式までの 

３日間開催された。 

・参加選手は、約３，３００人、１４の正式競技が行われ、選手や観客などを含め 

２９，５８３人が大会に参加された。（オープン競技や開閉会式を含めると５８，１０３人） 

・国スポ・障スポ準備課から８名大会視察を行った。 

 

第２２回全国障害者スポーツ大会 「いちご一会とちぎ大会」 競技別会期 

【開・閉会式】 

【正式競技】                           ○：公式練習日 ●：競技実施日 

競技 障害区

分 

会場地 競技会場 競技

日数 

10/28

（金） 

10/29

（土） 

10/30

（日） 

10/31

（月） 

陸上競技 身・知 宇都宮市 カンセキスタジアムとちぎ 
（栃木県総合運動公園陸上競技場） 

３ ○ ● ● ● 

水泳 身・知 宇都宮市 日環アリーナ栃木屋内水泳場 
（栃木県総合運動公園屋内水泳場） 

３ ○ ● ● ● 

アーチェリー 身 那須烏山市 那須烏山市緑地運動公園多目的競技場 1  ○ ●  

卓球 

（STT 含む） 

身・

知・精 

鹿沼市 ＴＫＣいちごアリーナ 

（鹿沼総合体育館） 
3 ○ ● ● ● 

フライングディスク 身・知 栃木市 栃木市総合運動公園陸上競技場 3 ○ ● ● ● 

ボッチャ 身 那須塩原市 三和住宅にしなすのスポーツプラザ 
（にしなすの運動公園）体育館 

2 ○ ● ● 
 

ボウリング 知 足利市 足利スターレーン 2 ○ ● ●  

バスケットボール 知 宇都宮市 日環アリーナ栃木メインアリーナ 
（栃木県総合運動公園メインアリーナ） 

2 ○ ● ● 
 

車いすバスケットボ
ール 

身 小山市 
栃木県立県南体育館 2 ○ ● ● 

 

ソフトボール 知 大田原市 美原公園野球場・第２球場 2 ○ ● ●  

グランドソフトボー
ル 

身 宇都宮市 
宇都宮市屋板運動場運動広場 2 ○ ● ● 

 

バレーボール 身 宇都宮市 宇都宮市清原体育館 2 ○ ● ●  

知 宇都宮市 宇都宮市体育館 2 ○ ● ●  

精 佐野市 佐野市アリーナたぬま 2 ○ ● ●  

サッカー 知 真岡市 真岡市総合運動公園陸上競技場・運動広場１ 3 ○ ● ● ● 

フットソフトボール 知 足利市 ジェットブラックフラワーズスタジアム 
（足利市総合運動場硬式野球場） 

エコアールグリーン球場 
（足利市総合運動場軟式野球場） 

2 ○ ● ● 

 

【オープン競技】 

競技 障害区分 会場地 競技会場 競技
日数 

10/28
（金） 

10/29
（土） 

10/30
（日） 

10/31
（月） 

卓球バレー 身・知・精 宇都宮市  わかくさアリーナ 

（とちぎ福祉プラザ障害者スポーツセンター） 
1 10/2（日） 

車椅子ダンス 身 栃木市 関東ホーチキにしかた体育館 

（栃木市西方総合文化体育館） 
1   ●  

スポーツウェル
ネス吹矢 

身 さくら市 
さくら市氏家体育館 1  ●   

 

 

  

式典 会場地 会場 10/29

（土） 

10/30

（日） 

10/31

（月） 

開会式 
宇都宮市 

カンセキスタジアムとちぎ 

（栃木県総合運動公園陸上競技場） 

◎   

閉会式   ◎ 

その他 
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２ 開会式・閉会式（カンセキスタジアムとちぎ）（10月 29日・31日） 

・栃木の歴史、文化等の魅力を発信するすばらしい式典演技であった。 

感染症対策として、人数制限もあり、観客が少なかったように感じた。 

・開会式の弁当は栃木県の特産品を利用したものであった。 

・シャトルバスは宇都宮駅から一駅先の雀宮駅から乗降した。また、他県のバス会社が多く 

見受けられた。 

・式典会場には、情報保障席が 1か所あり、手話、要約筆記が配置され、PCは配置されていな 

かった。耳が聴こえづらい方にＦＭラジオ機器が貸し出されていた。 

・オーロラビジョンでは手話と PCが行われていた。 

・入場行進者に式典放送内容等を手話で伝えるボランティアが 4人配置されていた。 

・会場内で日が当たるところでは学生が集団で熱中症になり、救護を受けていた。閉会式 

の際は日が落ち寒くなっており、選手団は、防寒対策を行っていた。 

・知事は挨拶の冒頭と末尾で手話を交えていた。 

・仮設トイレには音声案内が設置され、補助犬用トイレも設置されていた。 

  ・選手団輸送用車両の特徴に特に大きな違いはなかった。 

・国体と障スポの式典の主な違いは、障スポの一部選手は行進を行わず、事前に入場しており、 

オープニングプログラムの出演者は、国体とは全て異なっていた。 

・閉会式には全選手が参加。全選手行進を行わず、事前に入場していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

＜情報保障席（FM ラジオ）＞ ＜大型映像（手話・文字起こし）＞ ＜開会式場内情報保障（手話）＞ 

＜ブース＞ ＜情報保障席（手話）＞ ＜情報保障席（要約筆記）＞ 

＜感染症関係＞ ＜弁当＞ 
＜災害関係＞ 
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３ 競技運営 

・各競技会において、事前の観覧者募集が行われ、感染症対策として観覧者の人数制限が 

行われていた。 

（フライングディスク、バレーボール（身）、サッカーのみ上限を決め当日受付があった。） 

・ボウリング競技については、唯一の無観客での開催となった。 

【ボランティア】 

・筆談/要約筆記と手話の情報支援スタッフが常駐している「情報保障席」が設置されていた。 

各スタッフは会場アナウンスや試合進行（得点等）がホワイトボードに記載、また手話で 

説明を行っていた。 

・養成講習会は昨年５回程度実施され、感染症感染拡大に伴い動画などを見て各自で研修を 

行うこともあったとのこと。 

  ・試合会場内に情報支援スタッフが帯同しており、試合前の審判の紹介等、整列する選手が 

分かる位置で手話による情報支援を行っていた。 

 【ボッチャ】 

  ・座位で競技をする選手が半数のため、相当数の車いす利用選手がいる。（立位選手１と座位 

選手１の２人１組） 

  ・選手団を輸送するための福祉車両約３０台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜情報保障席（手話・文字起こし＞ ＜手話通訳（選手向け）＞ ＜要約筆記＞ 

＜福祉タクシー＞ ＜福祉タクシー乗降＞ 

3



４ バリアフリー対策 

・各競技会場入り口において、段差がある部分は仮設スロープでの対応していた。 

・おもてなし広場や各競技会場の芝生エリアに関しては、養生やゴムマットを設置し 

車いす利用者が移動しやすいようにされていた。 

・カンセキスタジアム（開・閉会式、陸上競技）周辺には仮設の多目的トイレを複数台 

設置されていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜仮設多目的トイレ＞

＞ 

＜仮設スロープ①＞ ＜仮設スロープ②＞ 

＜仮設スロープ③＞ 

＜車いす利用者のための養生②＞

＞ 

＜車いす利用者のための養生③＞

＞ 

＜車いす利用者のための養生④＞

＞ 

＜車いす利用者のための養生①＞ ＜段差解消のためのマット＞ 
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５ その他 

〇１０月２８日（金）宇都宮駅構内のボランティアの様子 

   ・総合案内に情報支援スタッフ（手話）２名と実施本部員１名が常駐していた。 

来県する各県選手団のお出迎え（声かけ）や選手団からの質問等への対応を行っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ボランティア 

   ・「実施本部員」（水色のジャケット）は、各県の選手、役員の誘導を行っていた。 

   ・「選手団サポーター」（ピンク・白のジャケット）は、自治医科大学学生、大原簿記情報 

    ビジネス医療専門学校宇都宮校の学生が 28日（金）駅で横断幕を持ちながら出迎え 

11月 1日（火）は見送りをしていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜総合案内の様子＞ 

＜実施本部員＞ ＜選手団サポーター①＞ ＜選手団サポーター②＞ 
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